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本
市
は
、ま
ち
づ
く
り
の
主
役

で
あ
る
市
民
の
皆
さ
ん
と
支
え
あ

い
な
が
ら
、ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　
す
べ
て
の
人
に
と
っ
て「
住
み

続
け
た
い
ま
ち
」で
あ
る
た
め
に
、

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い

き
ま
す
。

皆
さ
ん
の「
力
」が
　

こ
の
ま
ち
を「
笑
顔
」に

「
市
民
協
働
」　
皆
さ
ん
の「
力
」が
こ
の
ま
ち
を「
笑
顔
」に

「
市
民
協
働
」　
皆
さ
ん
の「
力
」が
こ
の
ま
ち
を「
笑
顔
」に

特
集

特
集

市
民

協
働
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市
民
の
皆
さ
ん
の
力
は
、
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
様
々
な
場
面

で
発
揮
さ
れ
て
い
ま
す
。伝
統
行
事「
松
明
あ
か
し
」の
継
承
、牡
丹
園

や
円
谷
幸
吉
メ
モ
リ
ア
ル
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
る

観
光
振
興
や
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
。
福
祉
や
子
育
て
、
防
災
な
ど
の
課
題
解
決

の
た
め
の
活
動
な
ど
、
個
人
・
団
体
そ
れ
ぞ
れ
が
特
性
を
生
か
し
な
が
ら
活

躍
し
て
い
ま
す
。

活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
が
大
切
で
す
。

　
例
え
ば
、各
町
内
会
・
行
政
区
で

開
催
す
る
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど

は
、
人
の
結
び
付
き
を
深
め
、
活
気

あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、参
加
す
る
住
民
同
士
が
協

力
し
て
開
催
す
る「
通
い
の
場
」の
取

り
組
み
は
、介
護
予
防
だ
け
で
な
く
、

お
互
い
の
見
守
り
に
も
つ
な
が
り
、

生
活
に
安
心
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
は
昔
か
ら「
結ゆ

い

」
と
呼
ば

れ
る
相
互
扶
助
の
精
神
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
精
神
は「
協
働
の
理
念
」

と
し
て
大
切
に
受
け
継
が
れ
て
い

ま
す
。

平
成
31（
２
０
１
９
）年
1
月
11

日
、
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
設
計
の
段
階
か
ら
、導
入
す
る
機

能
や
活
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、35

回
に
及
ぶ
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
し
、中
学
生
か
ら
高
齢
者
ま

で
延
べ
約
７
０
０
人
が
参
加
。
数
多

く
の
意
見
を
で
き
る
限
り
反
映
さ

せ
た
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
は「
市
民

と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」が

一
つ
の
形
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、市
民
の
皆
さ
ん
の
経
験
や

知
識
な
ど
を
施
設
運
営
に
生
か
す

場
と
し
て
、管
理
運
営
協
議
会
を
設

置
し
た
ほ
か
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織

「
ｔｅ
ｔ
ｔｅ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
」

を
設
置
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
、

育
て
ら
れ
る
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市民との「協働」の歩み
平成26（2014）年度
7月～ 8月 「一緒につくる、考えるワークショップ」

9月 パブリックコメントの実施
平成27（2015）年度
5月～12月 「一緒につくる、考えるワークショップ」
平成28（2016）年度

7月 第1回管理運営協議会、「一緒につくる、考えるワークショップ」
10月 第 2回管理運営協議会
11月 「一緒につくる、考えるワークショップ」
1月 第 3回管理運営協議会

平成29（2017）年度
6月 第 4回管理運営協議会
7月 大学生等ワークショップ&現場見学会
8月 第1回 tette パートナーズクラブ設立準備会
10月 第 2回 tette パートナーズクラブ設立準備会、第 5回管理運営協議会
11月 中・高校生ワークショップ&現場見学会、第 3回 tette パートナーズクラブ設立準備会
12月 第 4回 tette パートナーズクラブ設立準備会
2月 tetteプレイベント

平成30（2018）年度
6月 第 6回管理運営協議会
11月 tette パートナーズクラブ養成研修会
1月 市民交流センターオープン

「
市
民
協
働
」　
皆
さ
ん
の「
力
」が
こ
の
ま
ち
を「
笑
顔
」に

「
市
民
協
働
」　
皆
さ
ん
の「
力
」が
こ
の
ま
ち
を「
笑
顔
」に

特
集

特
集

「協働」が形となった
市民交流センターtette

地域コミュニティから
生まれる活気・安心

まちづくり
輝き放つ
市民の力

市
民

協
働
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日
本
の
特
撮
は
、
国
内
だ
け
で
な

く
、
世
界
の
映
像
文
化
に
も
大
き
な

影
響
を
与
え
て
き
ま
し
た
が
、
Ｃ
Ｇ

技
術
の
広
ま
り
と
と
も
に
、
活
躍
の

場
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
特
撮
に
は
、
現
実
に
は
起
こ
り
え

な
い
情
景
を
撮
影
す
る
た
め
の
柔
軟

な
発
想
と
技
術
が
詰
ま
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
特
撮
で
使
用
さ
れ
た

ミ
ニ
チ
ュ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
資
料

は
、
撮
影
が
終
わ
る
と
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
廃
棄
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、
平
成
26（
２
０
１
４
）

年
7
月
か
ら
関
係
者
と
連
携
し
て
特

撮
関
係
資
料
の
保
存
を
開
始
し
ま
し

た
。
貴
重
な
資
料
を
収
集
、
保
存
、

修
復
、
調
査
研
究
し
、
特
撮
を
文
化

と
し
て
残
す
活
動
は
、
円
谷
英
二
監

督
の
故
郷
で
あ
る
本
市
だ
か
ら
こ
そ

取
り
組
む
べ
き
活
動
で
す
。

　

特
撮
文
化
を
継
承
し
、
広
め
て
い

く
活
動
は
、
全
国
自
治
体
の
中
で
唯

一
の
取
り
組
み
で
す
。
こ
う
し
た
活

動
を
通
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
本

市
に
住
み
続
け
た
い
と
い
う
誇
り
や

愛
着
を
育
ん
で
い
き
ま
す
。

円
谷
英
二
監
督
の

失
わ
れ
つ
つ
あ
る

故
郷
と
し
て

特
撮
資
料

「
特
撮
」を

世
界
に
誇
る
べ
き
文
化
に

　令和２（2020）年11月3日に開館。特撮に
関連する貴重な資料などを、収集、保存、修
復、調査研究し、特撮文化を推進するための
拠点となる施設です。円谷英二監督が活躍し
た時代から現在までに、実際の撮影で使用さ
れた資料などを数多く保管しています。

「
特
撮
」を
世
界
に
誇
る
べ
き
文
化
に

「
特
撮
」を
世
界
に
誇
る
べ
き
文
化
に

特
集

特
集

© 東映　© 2022「シン・ウルトラマン」製作委員会　© 円谷プロ　© TOHO CO., LTD. 

© TOHO CO., LTD. 

© 円谷プロ
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空
想
の
力
を
育
む
ま
ち
を
目
指
し
て

第
2
の
円
谷
英
二
監
督
を
育
成

特
撮
の
魅
力
を
発
信

特
撮
へ
の
想
い
が
形
に

特
撮
へ
の
想
い
が
形
に

円
谷
英
二
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
開
館

特
撮
文
化
推
進
事
業
実
行
委
員
会
が
設
立

ウ
ル
ト
ラ
ヒ
ー
ロ
ー
や
怪
獣
が
さ
ら
に
身
近
な
存
在
に

特
撮
の
ま
ち
へ
―

　
「
Ｍ
78
星
雲 

光
の
国
」と
の
姉
妹
都
市
提
携
か
ら
10
年
。「
特
撮
の
神
様
」円
谷

英
二
監
督
の
故
郷
と
し
て
、
特
撮
の
魅
力
を
伝
え
て
き
ま
し
た
。
そ
の
歩
み
を

振
り
返
り
ま
す
。

「M78星雲 光の国」と姉妹都市を提携
　平成25（2013）年5月5日、ウルトラマンの故郷「M78星雲 光の国」と姉妹都市と
なりました。
　姉妹都市提携を契機に、ウルトラヒーローたちとともに本市の魅力を発信し、全国
の皆さんとの交流が進みました。

　

平
成
26（
２
０
１
４
）
年
1
月

6
日
、
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
を
デ
ザ
イ

ン
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
の
交
付
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、平
成
27（
２
０
１
５
）年

3
月
か
ら
松
明
通
り
に
続
々
と
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
な
ど
が
登
場
。
平
成

29（
２
０
１
７
）年
3
月
の
新
庁
舎

落
成
式
で
は
、
ウ
ル
ト
ラ
の
父
の

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

平
成
31（
２
０
１
９
）
年
1
月
11
日
、
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

内
に「
円
谷
英
二
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」が
開
館
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
特
撮
文
化
推
進
事
業
実

行
委
員
会
で
は
、
円
谷
英
二
監
督

の
誕
生
日
で
あ
る
７
月
７
日
を

「
特
撮
の
日
」
と
し
て
一
般
社
団

法
人
日
本
記
念
日
協
会
に
申
請
し
、

登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
２
（
２
０
２
０
）
年
11
月

2
日
、
ア
ニ
メ
・
特
撮
資
料
の
保

存
・
ア
ー
カ
イ
ブ
を
目
的
と
す
る

団
体「
N
P
O
法
人
ア
ニ
メ
特
撮

ア
ー
カ
イ
ブ
機
構
」
と
連
携
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。

　
11
月
3
日
、
須
賀
川
特
撮
ア
ー

カ
イ
ブ
セ
ン
タ
ー
が
開
館
し
、
特

撮
文
化
推
進
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト

と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
３（
２
０
２
１
）
年
11
月

28
日
、
特
撮
文
化
推
進
事
業
実

行
委
員
会
に
よ
る
特
撮
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
12
月
に
は
円
谷
英
二
監

督
の
生
誕
１
２
０
年
を
記
念
し
た

「
生
誕
１
２
０
年 

円
谷
英
二
展
」を

開
催
し
、多
く
の
人
に
円
谷
英
二
監

督
の
功
績
を
伝
え
ま
し
た
。

　

令
和
４（
２
０
２
２
）
年
6
月
18

日
、
子
ど
も
た
ち
に
夢
を
持
つ
こ
と

の
す
ば
ら
し
さ
を
伝
え
る
と
と
も
に
、

夢
を
与
え
る
た
め
に
挑
戦
し
続
け
た

円
谷
英
二
監
督
の
精
神
を
受
け
継
ぐ

人
材
の
育
成
に
取
り
組
む「
す
か
が

わ
特
撮
塾
」が
開
講
し
ま
し
た
。

　
講
座
で
は
、
特
撮
映
像
に
携
わ
る

プ
ロ
を
講
師
と
し
て
、
中
学
・
高
校

生
が
年
間
を
通
し
て
撮
影
技
術
、
ミ

ニ
チ
ュ
ア
制
作
、
映
像
編
集
を
学
ん

で
い
ま
す
。

　

令
和
５（
２
０
２
３
）年
4
月

12
日
、
株
式
会
社
円
谷
プ
ロ
ダ
ク

シ
ョ
ン
と
の
協
力
体
制
を
更
に
発

展
さ
せ
て
い
く
た
め「
ま
ち
づ
く

り
提
携
協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
。

　
協
定
に
基
づ
き
、
７
月
に
市
内

の
小
中
学
生
向
け
に「
空
想
の
力
」

を
育
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
い
ま

し
た
。

　

平
成
30（
２
０
１
８
）
年
11
月

3
日
、
特
撮
文
化
の
推
進
の
た
め
、

「
特
撮
文
化
推
進
事
業
実
行
委
員

会
」を
設
立
し
ま
し
た
。

 

ま
た
、
実
行
委
員
会
設
立
に
あ

わ
せ
て
、
特
撮
の
魅
力
や
ア
ー
カ

イ
ブ
の
重
要
性
に
つ
い
て
語
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ウ
ル
ト
ラ
ヒ
ー
ロ
ー
や
怪
獣
が
さ
ら
に
身
近
な
存
在
に

円
谷
英
二
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
開
館

特
撮
の
魅
力
を
発
信

第
2
の
円
谷
英
二
監
督
を
育
成

空
想
の
力
を
育
む
ま
ち
を
目
指
し
て

特
撮
文
化
推
進
事
業
実
行
委
員
会
が
設
立

特
撮
の
ま
ち
へ
―

特
撮
の
ま
ち
へ
―

特
集

特
集

2014

2018

20192020

2021

2023

2022

© 円谷プロ

© TOHO CO., LTD. 

撮影用クレーンに乗る
円谷英二（1934）
国立映画アーカイブ所蔵
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　日本の特撮技術の礎を築き、「特撮の神様」とも称されて
いる円谷英二監督。
　若かりし頃より撮影技術の研究に勤しんだ英二監督は、
東宝株式会社を中心とした数々の作品で特殊技術を手掛け、

「ゴジラの逆襲」（昭和30（1955）年）では初めて「特技監督」
と冠されました。
　昭和38（1963）年には株式会社円谷特技プロダクション
を設立し、その名声を不動のものとしました。英二監督の残
した思いや熱意は、今でも多くの人々に影響を与えています。

　昭和39（1964）年に開催された東京オリ
ンピックのマラソン競技で銅メダルを獲得し、
当時低迷していた日本陸上競技界の救世主
となった円谷幸吉選手。
　毎年10月には幸吉選手の偉業をたたえる

「円谷幸吉メモリアルマラソン大会」が開催
され、全国各地から多くのランナーが参加し
ます。
　近年では、本市出身のランナーが国内を
飛び越え世界の舞台でも活躍するなど、幸吉
選手のレガシーが今もふるさとの人々に受け
継がれています。

令
和
3（
２
０
２
１
）年
度

7
月
4
日

テ
レ
ビ
番
組「
二
人
の
円
谷
を
知
る
〜

福
島
・
須
賀
川
市
め
ぐ
り
〜
」放
送

7
月
7
日

須
賀
川
市
名
誉
市
民
章
授
与
式

功
績
を
称
え
た

「
二
人
の
円
谷
顕
彰
事
業
」

10
月
17
日

円
谷
幸
吉
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
の
展

示
内
容
を
拡
充

12
月
18
日
〜
1
月
30
日

生
誕
１
２
０
年 
円
谷
英
二
展

令
和
4（
２
０
２
２
）年
度

4
月
28
日
〜
6
月
15
日

「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
」へ
の
手
紙

６
月
18
日

「
す
か
が
わ
特
撮
塾
」開
講

7
月
10
日

「
シ
ン
・
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
」上
映
会

9
月
20
日

円
谷
幸
吉
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
紹
介

動
画
公
開

10
月
３
日
〜
２
月
28
日

円
谷
幸
吉
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
所
蔵

品
デ
ー
タ
化

11
月
20
日

ウ
ル
ト
ラ
セ
ブ
ン
上
映
会
＆
ト
ー
ク

シ
ョ
ー

１
月
15
日

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
プ
レ

ミ
ア
ム
シ
ア
タ
ー

令
和
5（
２
０
２
３
）年
度

4
月
1
日

須
賀
川
ア
リ
ー
ナ
の
名
称
を「
円
谷
幸

吉
メ
モ
リ
ア
ル
ア
リ
ー
ナ
」に
変
更

４
月
12
日

株
式
会
社
円
谷
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
と

「
ま
ち
づ
く
り
提
携
協
定
」を
締
結

7
月
４
日
〜
19
日

円
谷
幸
吉
写
真
展

円 谷 英 二
Tsuburaya Eiji

1901〜1970

「
二
人
の

円
谷
」を

称
え
て

円 谷 幸 吉
Tsuburaya Kokichi

1940〜1968

須賀川市名誉市民章授与式

「二人の円谷」を通して本市の
魅力を伝える須賀川事典

「
二
人
の
円
谷
」を
称
え
て

「
二
人
の
円
谷
」を
称
え
て

特
集

特
集

© 円谷プロ
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須
賀
川
市
は
、昭
和
29
年
3
月
31

日
、
岩
瀬
郡
須
賀
川
町
、
浜
田
村
、

西
袋
村
、稲
田
村
と
石
川
郡
小
塩
江

村
の
１
町
４
カ
村
が
合
併
し
、市
制

が
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
、平
成
26
年

3
月
30
日
を
も
っ
て
還
暦（
満
60
歳
）

を
迎
え
ま
し
た
。

　
3
月
28
日
に「
市
制
施
行
60
周
年

記
念
式
典
」
を
行
い
、
こ
の
晴
れ
の

日
を
祝
う
た
め
に
、約
８
０
０
人
が

文
化
セ
ン
タ
ー
に
足
を
運
び
ま
し

た
。
多
く
の
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

参
加
し
、
受
付
、
会
場
案
内
、
司
会

進
行
、手
話
や
呈て
い

茶ち
ゃ
な
ど
に
協
力
し

ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、相
楽
新
平
元
市
長
を

は
じ
め
、過
去
10
年
の
市
勢
の
発
展

に
寄
与
さ
れ
た
94
の
個
人
・
団
体
に

感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、松
明
太
鼓
小
若
組
と
シ
ニ

ア
チ
ー
ム
が
演
奏
を
披
露
し
、式
典

を
盛
り
上
げ
た
ほ
か
、平
成
6
年
に

誕
生
し
て
20
歳
と
な
っ
た
ボ
ー
タ
ン

に
、感
謝
と
こ
れ
か
ら
の
活
躍
を
祈

念
し
て
橋
本
市
長
か
ら
成
人
証
書
が

　

10
月
18
日「
円
谷
幸
吉
メ
モ
リ

ア
ル
ホ
ー
ル
」
が
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
展
示
内
容
を
東
京
２
０
２
０
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
沿
っ
た
内
容
と

し「
円
谷
幸
吉
か
ら
ア
ス
リ
ー
ト
円

谷
幸
吉
へ
」「
人
間 

円
谷
幸
吉
」「
ア

ス
リ
ー
ト
円
谷
が
残
し
た
も
の 

そ

し
て
未
来
へ
」の
3
つ
の
コ
ー
ナ
ー

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
年
は
25
の
記
念
事
業
が
行
わ

れ
、中
で
も
市
制
施
行
60
周
年
記
念

事
業
実
行
委
員
会
で
企
画
し
た
長
沼

と
岩
瀬
の
名
所
を
巡
る
ウ
オ
ー
ク
ラ

リ
ー
や
、市
民
の
皆
さ
ん
の
笑
顔
の

写
真
を
組
み
合
わ
せ
須
賀
川
マ
ッ
プ

を
作
成
す
る
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
は
、

皆
さ
ん
の
思
い
出
に
残
る
イ
ベ
ン
ト

と
な
り
ま
し
た
。

を
設
け
、そ
の
中
で
円
谷
幸
吉
選
手

が
活
躍
し
た
１
９
６
４
年
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
円
谷
幸
吉
選
手
の
関
係
者
や
、陸

上
競
技
関
係
者
の
ほ
か
、多
く
の
市

民
が
訪
れ
、東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

市
民
と
と
も
に
還
暦
を
お
祝
い

市
制
施
行
60
周
年
記
念
式
典

市民の皆さんと市制施行 60 周年をお祝い

1964 年の東京オリンピック男子マラソン ハンガリー代表のシュトー・ヨーゼフ
さんも来館した円谷幸吉メモリアルホール

みんなで作ろうモザイクアート（10 月12 日開催）

各種スポーツ大会の会場として多くの市民に利用されています

　
東
日
本
大
震
災
の
復
旧
・
復
興
事

業
と
し
て
、旧
並
木
町
体
育
館
跡
地

に
建
設
を
進
め
て
い
た「
須
賀
川
市

中
央
体
育
館
」
が
完
成
し
、
７
月
11

日
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を

行
い
ま
し
た
。

　
「
須
賀
川
市
中
央
体
育
館
」
の
名

称
は
、市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ

る
よ
う
公
募
し
、応
募
総
数
95
件
の

中
か
ら
採
用
し
ま
し
た
。

　

施
設
の
延
べ
床
面
積
は
、

１
８
８
４
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、そ
の

内
ア
リ
ー
ナ
面
積
は
１
０
２
０
平
方

メ
ー
ト
ル
で
す
。
こ
れ
は
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
の
コ
ー
ト
が
２
面
取
れ
る
広

さ
で
、ほ
か
に
も
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
や
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
な
ど
の
屋
内
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

環
境
に
優
し
い
太
陽
光
発
電
設

備
と
防
災
倉
庫
を
設
置
し
、防
災
施

設
と
し
て
の
機
能
も
兼
ね
備
え
て

い
ま
す
。

栄
光
の
メ
ダ
リ
ス
ト
の
軌
跡

市
民
の
健
康
を
増
進

円
谷
幸
吉
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

市
中
央
体
育
館
が

オ
ー
プ
ン

 平成26年の主な出来事

1月 原付バイク用のウルトラマン
ナンバーを交付

2 月 芭蕉記念館が
本町地内に移転（写真①）

3 月 市制施行 60 周年記念式典

市中心市街地活性化基本計
画が国の認定を受ける

4 月 防災行政無線を開局
市内全域 197 カ所に設置

出生届、転入届を提出した人
に、ウルトラの父からのメッ
セージカードの贈呈を開始

7 月 翠ヶ丘公園わんぱく広場が
リニューアルオープン

（写真②）

　 市中央体育館がオープン（写真③）

8 月 水道お客さまセンターを開設

　 市教育委員会所管のバス「ぼ
たん号」「牡丹エンゼル号」
にウルトラマンのラッピング
を施し、運行を開始（写真④）

9 月 市制施行 60 周年記念まちづ
くりシンポジウム「イメージ
アップ戦略によるまちづくり」

10 月 市公式フェイスブックページ、
ボータンフェイスブックペー
ジを開設

　 第三中学校 60 周年記念式典

　 円谷幸吉メモリアルホールが
リニューアルオープン

S u k a g a w a   2 0 1 4
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10
月
30
日「
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」

と「
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　
「
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」は
市
の
人
口

の
現
状
分
析
と
将
来
展
望
を
踏
ま
え

た
、目
指
す
べ
き
目
標
人
口
を
示
し

た
も
の
で
す
。
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
対

象
期
間
は
、国
と
合
わ
せ
２
０
６
０

年
ま
で
と
し
、東
日
本
大
震
災
の
影

響
を
考
慮
し
な
が
ら
人
口
を
推
計
し

ま
し
た
。
２
０
４
０
年
で
人
口
７
万

人
、
２
０
６
０
年
で
人
口
６
万
人
の

維
持
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た「
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」は「
市
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
」に
示
し
た
目
標
人
口
の
維
持
を

具
体
的
に
進
め
て
い
く
た
め
策
定
し

ま
し
た
。
総
合
戦
略
は
、
２
０
１
５

年
度
か
ら
２
０
１
９
年
度
ま
で
の
５

カ
年
で
、4
つ
の
基
本
と
な
る
柱
ご

と
に
基
本
目
標
と
基
本
的
方
向
、施

策
戦
略
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
に
基
づ
き
、人
口
減
少
の

抑
制
に
努
め
な
が
ら
、地
域
経
済
の

　
平
成
22
年
度
か
ら
整
備
を
続
け
て

き
た「
山
寺
池
公
園
」が
完
成
し
、４

月
２
日
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
セ
レ

モ
ニ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
後
、西
袋
第
一

小
学
校
の
6
年
生
に
よ
る
鼓
笛
パ

レ
ー
ド
が
行
わ
れ
、山
寺
池
公
園
の

完
成
を
一
緒
に
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
生
か

し
、緊
急
用
耐
震
性
飲
料
水
貯
水
槽

活
性
化
、持
続
的
か
つ
安
定
的
な
地

域
社
会
の
維
持
・
発
展
に
向
け
て
、

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

を
着
実
に
進
め「
将
来
と
も
子
ど
も

た
ち
が
住
ん
で
良
か
っ
た
、住
ん
で

み
た
い
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
」を

目
指
し
て
い
ま
す
。

を
四あ
ず
ま
や阿
の
地
下
に
設
置
し
、断
水
時

の
給
水
所
と
し
て
利
用
で
き
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、防
災

備
蓄
倉
庫
の
設
置
や
、災
害
時
対
応

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
、か
ま
ど
ベ
ン

チ
、
１
万
２
千
８
０
０
平
方
メ
ー
ト

ル
の
多
目
的
広
場
な
ど
を
整
備
し
、

災
害
時
の
一
時
避
難
場
所
と
し
て
の

機
能
も
確
保
し
ま
し
た
。

住
ん
で
み
た
い
と
思
え
る
ま
ち
へ

「
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」「
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定

山寺池公園グランドオープンセレモニー

相楽新平元市長に感謝状を贈呈

　

平
成
17
年
4
月
1
日
に
須
賀
川

市
、
長
沼
町
、
岩
瀬
村
の
3
市
町
村

が
合
併
し
て
か
ら
10
周
年
の
節
目

の
年
を
迎
え
、
3
月
26
日
に「
市
合

併
10
周
年
記
念
式
典
」を
行
い
ま
し

た
。
式
典
に
は
、約
４
０
０
人
が
出

席
し
、こ
の
記
念
す
べ
き
日
が
迎
え

ら
れ
た
こ
と
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。

　
橋
本
克
也
市
長
が
、平
成
18
年
の

ふ
く
し
ま
駅
伝
で
の
初
優
勝
、東
日

本
大
震
災
か
ら
の
復
興
な
ど
に
触

れ「
合
併
し
て
良
か
っ
た
、
こ
れ
か

ら
も
住
み
続
け
た
い
と
実
感
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を
市
民
と
と
も
に
進
め

る
」と
、式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、相
楽
新
平
元
市
長
を
は
じ

め
、
3
市
町
村
の
合
併
と
3
地
域

の
一
体
感
の
醸
成
に
尽
力
さ
れ
た

１
７
２
人
の
皆
さ
ん
に
感
謝
状
を

贈
呈
し
た
ほ
か
、松
明
太
鼓
の
演
奏

や
、子
ど
も
た
ち
に
よ
る
合
唱
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

青
空
の
下
、
拍
手
に
包
ま
れ
て

3
地
域
の
一
体
感
を
再
認
識

山
寺
池
公
園
が
完
成

市
合
併
10
周
年
記
念
式
典

 平成27年の主な出来事

3 月 ウルトラヒーローのモニュメン
トを松明通りに設置（写真①）

災害公営住宅「馬町団地」の
入居開始

市合併 10 周年記念式典

4 月 長沼東部コミュニティセン
ターがオープン

山寺池公園グランドオープン
セレモニー

藤沼温泉「やまゆり荘」が営
業を再開（写真②）

5 月 福島レッドホープスの公式戦
が、いわせグリーン球場で開催

（写真③）

6 月 いわせ悠久の里「花の杜」第
1 回植樹祭

秋篠宮皇嗣同妃両殿下が本市
を御視察（写真④）

7 月 災害公営住宅「東町団地」の
入居開始

8 月 市議会議員一般選挙

須賀川一小児童クラブ館が開
館

10 月 長沼中学校統合 50 周年・新
校舎落成記念式典

「市人口ビジョン」「市まち・ひと・
しごと創生総合戦略」を策定

11月 ウルトラヒーローのモニュメント
を松明通りに新たに 4 体設置

S u k a g a w a   2 0 1 5
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３
月
19
日
、円
谷
選
手
の
偉
業
を

た
た
え
る
と
と
も
に
、次
世
代
へ
伝

え
、東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
機
運
を
高
め

る
た
め「
円
谷
幸
吉
と
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク 

メ
モ
リ
ア
ル
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」を

文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
日
本
長
距
離
界
を
リ
ー
ド
し
た
瀬

古
利
彦
さ
ん
に
よ
る
基
調
講
演
に
加

え
、円
谷
選
手
の
盟
友
で
メ
キ
シ
コ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
の
君

原
健
二
さ
ん
、バ
ル
セ
ロ
ナ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
・
ア
ト
ラ
ン

タ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
銅
メ
ダ
リ
ス
ト
の

有
森
裕
子
さ
ん
ら
を
交
え
て
の
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
円
谷
選
手
と
の
交
流
や
功
績
を
称

え
る
話
の
ほ
か
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
マ

ラ
ソ
ン
競
技
の
日
本
代
表
と
し
て
活

躍
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
お
話
が
聞
け
る

貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

選手たちの思いが生の声で届けられたシンポジウム

図書館ボランティアの皆さんに感謝状を贈呈した記念式典

　
大
正
４
年
に
須
賀
川
町
立
図
書
館

と
し
て
誕
生
し
た
市
図
書
館
は
、開

館
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
２

月
20
日
、市
図
書
館
開
館
１
０
０
周

年
記
念
式
典
を
行
い
、こ
れ
ま
で
図

書
館
事
業
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
読

み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

や
、図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

ん
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
ま
た「
二
人
の
円
谷
が
見
上
げ
た

須
賀
川
の
空
」と
題
し
て
、小
説
家 

・

増
山
実
さ
ん
に
よ
る
講
演
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。　

　

記
録
が
残
る
大
正
７
年
の
蔵
書

数
は
７
１
９
冊
、閲
覧
者
１
４
２
８

人
で
、市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
に
移
転

後
、
令
和
4
年
度
の
蔵
書
数
は
約

25
万
冊
、貸
し
出
し
冊
数
は
約
33
万

冊
と
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
4
年
10

月
か
ら
は
電
子
図
書
館
も
ス
タ
ー
ト

し
、市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
愛
さ
れ
る

図
書
館
と
な
っ
て
い
ま
す
。

メ
ダ
リ
ス
ト
の
偉
業
を
次
世
代
へ

円
谷
幸
吉
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
メ
モ
リ
ア
ル
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

 平成28年の主な出来事

1月 マイナンバーカードの交付が
始まる

2 月 市図書館開館 100 周年記念
式典

3 月 円谷幸吉とオリンピックメモ
リアルシンポジウム

災害公営住宅「弘法坦団地」
「山寺北団地」の入居開始。
（「馬町団地」と「東町団地」
を含めた全 100 戸の整備が
完了）

4 月 大東こども園が開園

熊本地震の被災地に職員を
派遣（写真①）

5 月 牡丹園発祥250 年記念式典

7 月 橋本克也氏が市長無投票当選
（３期目）（写真②）

9 月 吉田信一選手がリオデジャネ
イロパラリンピック車いす卓
球競技に出場（写真③）

10 月 秩父宮記念スポーツ博物館
須賀川市巡回展

藤沼湖の湖底を歩く会
（写真④）

11月 ウルトラヒーローのモニュメ
ントを公立岩瀬病院前の通り
に新たに 3 体設置

市 民 交 流 センター の 愛 称
「tette」を発表
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二
〇
一
六
年

平
成
28
年

悠
久
の
時
を
経
て
咲
き
誇
る

牡
丹
園
発
祥
２
５
０
年

　

須
賀
川
牡
丹
園
は
発
祥
か
ら

２
５
０
年
を
迎
え
、
５
月
11
日
、
牡

丹
園
発
祥
２
５
０
年
記
念
式
典
を

行
い
ま
し
た
。
樹
齢
２
０
０
年
を

超
え
る
貴
重
な
在
来
古
木
の
牡
丹

が
今
も
美
し
く
咲
き
、
２
９
０
種
・

７
０
０
0
株
の
牡
丹
が
訪
れ
る
人
た

ち
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。

　
牡
丹
園
は
、明
和
３
（
１
７
６
６
）

年
、須
賀
川
の
薬
種
商
・
伊い

藤と
う

祐ゆ
う
倫り
ん

が
、
薬
用
と
し
て
摂せ
っ
つ
の
く
に

津
国
山
本
村

（
現
在
の
兵
庫
県
宝
塚
市
）か
ら
、牡

丹
の
苗
木
を
持
ち
帰
り
栽
培
し
た
こ

と
が
始
ま
り
で
す
。

　

牡
丹
園
は
伊
藤
祐
倫
か
ら
綿
糸

商
・
柳や
ぎ

沼ぬ
ま

新し
ん

兵べ

衛え

に
譲
ら
れ
ま
す
。

牡
丹
園
を
語
る
上
で
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
人
物
が
、園
主
二
代
目
新

兵
衛
の
長
男
・
柳
沼
源
太
郎
で
す
。

源
太
郎
は
牡
丹
を
こ
よ
な
く
愛
し
、

牡
丹
栽
培
に
励
み
、
昭
和
７
年
、
須

賀
川
の
牡
丹
園
は
、国
の
名
勝
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
俳
人
で
も
あ
っ
た
柳
沼

源
太
郎
が
、
親
し
い
俳
人
を
招
い
て

行
っ
た
牡
丹
の
古
木
の
焚た
き

火び

は
、
次

第
に
俳
人
だ
け
で
な
く
、歌
人
、文
人

も
集
う
よ
う
に
な
り「
牡
丹
焚
火
」と

し
て
今
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
牡
丹
焚
火
は
、
昭
和
53
年
、
講
談

社
発
行
の「
俳
句
歳
時
記
」
の
冬
の

季
語
と
し
て
収
し
ゅ
う
載さ
い
さ
れ
ま
し
た
。
現

在
、こ
の
牡
丹
焚
火
は
牡
丹
の
古
木

や
枯
れ
枝
を
焚
い
て
供
養
す
る
初
冬

の
風
物
詩
と
し
て
、毎
年
11
月
の
第

３
土
曜
日
に
牡
丹
園
内
の
設
立
記
念

碑
前
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、焚
か
れ
る
古
木
が
放
つ
香

り
が
ゆ
っ
く
り
と
漂
う
様
は
、
平

成
13
年
、
環
境
省
の「
か
お
り
風
景

１
０
０
選
」に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

蔵
書
数
は
開
館
時
の
３
４
８
倍
に

市
図
書
館
開
館

１
０
０
周
年
記
念
式
典

毎年訪れる人たちの目を楽しませてくれる須賀川牡丹園

余情的な雰囲気を醸し出す牡丹焚火
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「
奇
跡
の
あ
じ
さ
い
」と
は
、東
日

本
大
震
災
で
決
壊
し
た
藤
沼
湖
の
湖

底
を
歩
い
た
商
工
会
関
係
者
の
皆
さ

ん
が
、自
生
す
る
ヤ
マ
ア
ジ
サ
イ
を

発
見
し
命
名
し
た
も
の
で
す
。

　
奇
跡
の
あ
じ
さ
い
を
復
興
の
シ
ン

ボ
ル
に
位
置
付
け
、全
国
か
ら
里
親

を
募
集
し
、株
分
け
さ
れ
た
奇
跡
の

あ
じ
さ
い
は
、
北
は
北
海
道
、
南
は

沖
縄
ま
で
広
が
り
ま
し
た
。

　
６
月
25
日
、藤
沼
湖
自
然
公
園
で

「
奇
跡
の
あ
じ
さ
い
植
樹
祭
」が
行
わ

れ
、全
国
の
里
親
に
育
て
ら
れ
た
奇

跡
の
あ
じ
さ
い
が
故
郷
の
本
市
に
戻

り
、大
切
に
植
え
ら
れ
ま
し
た
。
植

樹
祭
に
は
地
元
の
人
た
ち
に
加
え
て

全
国
か
ら
も
集
ま
り
、約
１
０
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。植
樹
の
ほ
か
、

長
沼
中
学
校
の
生
徒
た
ち
が
合
唱
を

披
露
し
、復
興
へ
の
思
い
を
伝
え
ま

し
た
。

復興への思いを込めた「奇跡のあじさい植樹祭」

安心して子育てできる環境へ

　
４
月
か
ら
、市
内
在
住
の
５
歳
児

に
対
し
、公
立
・
私
立
を
問
わ
ず
全

て
の
保
育
所
・
こ
ど
も
園
の
保
育

料
、幼
稚
園
の
授
業
料
を
無
償
化
し

ま
し
た
。

　
全
て
の
５
歳
児
が
等
し
く
幼
児
教

育
・
保
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

環
境
を
整
備
す
る
こ
と
で
、５
歳
児

か
ら
中
学
校
ま
で
の
10
年
間
を
義
務

教
育
と
捉
え
た
、幼
小
中
の
連
携
を

推
進
し
ま
し
た
。

　
５
歳
児
の
保
育
料
・
授
業
料
の
無

償
化
は
、平
成
21
年
度
か
ら
開
始
し

た「
こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
」（
小

学
６
年
生
ま
で
の
子
ど
も
の
医
療
費

を
無
料
化
）
と
併
せ
て
、
子
育
て
中

の
家
庭
へ
の
経
済
的
な
負
担
軽
減
や

子
育
て
世
代
が
安
心
し
て
子
ど
も
を

産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
整

備
と
な
り
ま
し
た
。

全
国
と
つ
な
い
だ
絆

奇
跡
の
あ
じ
さ
い
植
樹
祭

 平成29年の主な出来事

1月 藤沼ダムで試験湛
たん

水開始

3 月 市総合計画策定条例を制定

新庁舎落成式

4 月 ５歳児の保育料・授業料を無償化

第三西袋児童クラブ館が開館

市立白鳩保育園が公私連携
型保育所に移行

「須賀川市史第8巻現代4」を発行

藤沼ダム農業用水の供給再開

国道 118 号松塚バイパスが
開通（写真①）

5 月 新庁舎が開庁

市役所窓口でパスポート交付を開始

市消防団が第 11回東北水防技術競
技大会で最優秀賞を受賞（写真②）

6 月 市消防団初の女性消防団員に辞令交付

都市計画道路須賀川駅並木
町線本町工区竣工式

奇跡のあじさい植樹祭

10 月 東西循環バスの土曜日運行を
開始（写真③）

第一中学校創立 70 周年記念式典

西袋中学校創立 70 周年記念式典

11月 イタリアのファーラ・フィリ
オールム・ペトリ市の副市長
が来庁（写真④）

第二小学校新校舎落成・創立
110 周年記念式典
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二
〇
一
七
年

平
成
29
年

復
興
の
シ
ン
ボ
ル
完
成

新
庁
舎
落
成
式

　
３
月
30
日
、東
日
本
大
震
災
で
被

災
し
た
庁
舎
の
再
建
を
進
め
て
い
た

新
庁
舎
の
落
成
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

新
庁
舎
１
階「
み
ん
な
の
ス
ク

エ
ア
」
で
、
関
係
者
や
来
賓
な
ど
約

１
５
０
人
が
出
席
し
、橋
本
克
也
市

長
か
ら
施
工
業
者
４
社
に
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、第
二
中
学

校
合
唱
部
の
皆
さ
ん
が
美
し
い
歌
声

を
披
露
。
歌
声
が
新
庁
舎
内
に
大
き

く
響
き
渡
り
、
本
市
の
復
興
は
、
子

ど
も
た
ち
の
限
り
な
い
未
来
と
と
も

に
あ
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
と

な
り
ま
し
た
。

　
４
月
８
日
・
９
日
に
は
、市
民
を

対
象
に
し
た
内
覧
会
を
行
い
、
約

７
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
参
加

し
た
皆
さ
ん
は
、ウ
ル
ト
ラ
窓
口
や

各
フ
ロ
ア
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
見

学
。
新
庁
舎
へ
、市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
日
と
な
り

ま
し
た
。

　
そ
し
て
５
月
８
日
、つ
い
に
復
興

の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
、新
庁
舎
が
開

庁
し
ま
し
た
。
新
庁
舎
で
は
１
階
に

各
種
窓
口
を
集
約
し
、新
た
に
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
総
合

案
内
）や
パ
ス
ポ
ー
ト
窓
口
を
配
置
。

利
用
し
や
す
い
庁
舎
に
生
ま
れ
変
わ

り
ま
し
た
。

　
新
庁
舎
の
完
成
は
、復
興
か
ら
発

展
、
そ
し
て
、「
選
ば
れ
る
ま
ち 

す

か
が
わ
」
の
実
現
に
向
け
た
、
新
た

な
チ
ャ
レ
ン
ジ
へ
の
ス
タ
ー
ト
と
な

り
ま
し
た
。

市民を対象にした新庁舎の内覧会

笑
顔
あ
ふ
れ
る
未
来
へ

５
歳
児
の
保
育
料
・

授
業
料
を
無
償
化

第二中学校合唱部の皆さんが美しい歌声を披露した新庁舎落成式



◎
通
史
２
０
１
４
〜
２
０
２
３
年

23 22須賀川市70年のあゆみ 須賀川市70年のあゆみ

　

４
３
０
余
年
前
の
悲
運
を
偲し
の

ぶ

本
市
の
伝
統
行
事「
松
明
あ
か
し
」。

長
さ
10
メ
ー
ト
ル
、重
さ
3
トン
も
の

大
松
明
を
若
衆
が
担
い
で
街
中
を
練

り
歩
き
、五
老
山
に
建
て
ら
れ
た
松

明
の
炎
が
、松
明
太
鼓
の
と
ど
ろ
き

に
揺
れ
な
が
ら
天
を
焦
が
し
ま
す
。

　

そ
の
松
明
あ
か
し
は
、
角
川
書

店
が
発
行
し
た「
俳
句
歳
時
記
第
五

版
・
冬
」
に
新
た
に
収し
ゅ
う

載さ
い

さ
れ
、
冬

の
季
語
に
な
り
ま
し
た
。
桔き
っ

槹こ
う

吟ぎ
ん

社し
ゃ

を
は
じ
め
、俳
句
関
係
者
の
永
年
に

わ
た
る
尽
力
に
よ
り
実
現
し
た
も
の

で
す
。

　

俳
句
歳
時
記
に
収
載
さ
れ
る
の

は
、
県
内
の
行
事
な
ど
で
は「
野
馬

追
」と
本
市
の「
牡
丹
焚
火
」に
続
き

三
つ
目
と
な
り
ま
し
た
。

　
翌
年
に
は
、松
明
あ
か
し
の
俳
句

歳
時
記
収
載
を
記
念
し
、翠
ヶ
丘
公

園
内
に
江
持
石
製
の
高
さ
約
2
メ
ー

ト
ル
の
記
念
碑
が
建
て
ら
れ
ま
し

た
。

　
松
明
あ
か
し
の
俳
句
歳
時
記
の
収

載
は
、 

市
の
俳
句
文
化
が
更
に
発
展

す
る
契
機
と
な
り
ま
し
た
。

冬の季語となった松明あかし

市民活動の拠点となった中央公民館

公
民
館
の
閉
館
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、

利
用
団
体
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
や
作
品

展
示
な
ど
で
大
い
に
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。
ま
た
、中
央
公
民
館
壁
面
へ
の

寄
せ
書
き
に
は
、利
用
者
の
皆
さ
ん

か
ら
の
感
謝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
数
多

く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
皆

さ
ん
は
、中
央
公
民
館
で
の
思
い
出

話
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
想
い
は
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
へ
と
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

伝
統
行
事
を
通
し
て
俳
句
文
化
を
普
及

「
松
明
あ
か
し
」
が
冬
の
季
語
と
し
て
俳
句
歳
時
記
に
収
載

 平成30年の主な出来事

1月 中学生による模擬議会を初開
催（写真①）

3 月 南部地区都市再生整備計画が
地方再生モデル都市に選定

4 月 市第８次総合計画「まちづくり
ビジョン２０１８」がスタート

子育て世代包括支援センター
「てくてく」がスタート

大黒池防災公園オープニング
セレモニー（写真②）

小中一貫教育校稲田学園が
開校

7 月 大阪北部地震の被災地（豊中
市）へ職員を派遣

在宅医療・介護連携拠点セン
ターを開設

8 月 市民交流センター落成式

須賀川二小児童クラブ館が開館

9 月 ムシテックワールドの来館者
が１００万人を突破（写真③）

10 月 山寺土地区画整理事業竣工式

全日本合唱コンクールで第二
中学校が金賞を受賞（写真④）

11月 第二中学校創立 70 周年記念式典

「松明あかし」が冬の季語と
して俳句歳時記に収載

12 月 中央公民館が閉館
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二
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一
八
年

平
成
30
年

あ
ら
ゆ
る
人
に
「
選
ば
れ
る
ま
ち
」
へ

市
第
８
次
総
合
計
画「
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ

ン
２
０
１
８
」が
ス
タ
ー
ト

　
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
社
会
の
進

行
、大
規
模
自
然
災
害
へ
の
危
機
管

理
意
識
の
高
揚
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
進
展
な

ど
、
社
会
環
境
が
変
化
す
る
中
、
4

月
1
日
、ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な

る
市
第
8
次
総
合
計
画「
ま
ち
づ
く

り
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
１
８
」が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　
第
8
次
総
合
計
画
で
は
、将
来
都

市
像
を「
選
ば
れ
る
ま
ち
へ 

と
も
に

歩
む
自
治
都
市 

す
か
が
わ
」と
し
ま

し
た
。協
働
の
理
念
を
基
本
に
据
え
、

先
人
た
ち
が
築
き
上
げ
て
き
た「
市

民
自
治
の
精
神
」
を
受
け
継
ぎ
、
ふ

る
さ
と
へ
の
愛
着
と
誇
り「
シ
ビ
ッ

ク
プ
ラ
イ
ド
」を
醸
成
し
な
が
ら「
と

も
に
歩
む
自
治
都
市
」
と
し
て
、
あ

ら
ゆ
る
人
に「
選
ば
れ
る
ま
ち
」
を

目
指
し
ま
す
。

　
策
定
に
当
た
っ
て
は
、市
内
9
カ

所
で
の
地
域
懇
談
会
や
岩
瀬
管
内
5

つ
の
高
校
で「
高
校
生
の
須
賀
川
創

生
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
開
催
し
て
、

意
見
交
換
を
行
う
と
と
も
に
、市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
に
よ
り
、市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
幅

広
く
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
総
合
計
画
は
、ま
ち
づ
く
り
の
基

本
的
な
指
針
で
あ
り
、市
政
経
営
の

基
本
方
針
と
な
る
こ
と
か
ら
、市
の

最
上
位
計
画
と
し
て
明
確
に
位
置
付

け
る
た
め
、
平
成
29
年
3
月
に「
須

賀
川
市
総
合
計
画
策
定
条
例
」を
制

定
し
ま
し
た
。第
８
次
総
合
計
画
は
、

こ
の
条
例
に
基
づ
く
初
め
て
の
計
画

と
な
り
ま
す
。

　
中
央
公
民
館
が
、市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
に
機
能
を
移
転
す
る
た
め
、12

月
28
日
を
も
っ
て
、
閉
館
し
ま
し

た
。

　
46
年
間
、延
べ
約
２
０
０
万
人
以

上
に
利
用
さ
れ
て
き
た
中
央
公
民
館

は
、本
市
の
市
民
活
動
の
拠
点
と
し

て
、大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま

し
た
。

　
閉
館
を
前
に
、
12
月
8
日
、
中
央

46
年
の
歴
史
に
幕

中
央
公
民
館
が
閉
館

希望に満ちた魅力あるまちづくりを目指しました
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10
月
12
日
の
夜
、
令
和
元
年
東
日

本
台
風
が
福
島
県
を
通
過
し
、
本
市

で
は
、
阿
武
隈
川
や
釈
迦
堂
川
流
域

を
中
心
に
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。
12
日
の
午
前
８
時
か
ら

13
日
の
午
前
１
時
ま
で
の
17
時
間
の

総
雨
量
は
、白
河
地
点
で
３
６
８・５

ミリ
を
観
測
。
短
時
間
の
記
録
的
な
大

雨
と
な
り
、
阿
武
隈
川
で
過
去
最
高

水
位
と
な
る
９
・
61
メ
ー
ト
ル
、
釈

迦
堂
川
で
も
６
・
77
メ
ー
ト
ル
の
水

位
を
観
測
し
ま
し
た
。

　
市
内
各
所
で
河
川
か
ら
の
越
水
や

内
水
は
ん
濫
に
よ
る
浸
水
被
害
が
発

生
し
、
１
０
６
２
棟（
１
６
２
８
世

帯
）の
住
家
が
床
上
・
床
下
浸
水
に

見
舞
わ
れ
、多
く
の
市
民
が
被
災
し

ま
し
た
。
ま
た
、
農
業
・
商
工
業
・

土
木
関
連
の
被
害
の
総
額
は
約
80
億

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、県
内
外
か
ら
延
べ

１
１
５
８
人
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

訪
れ
、被
災
住
宅
で
の
家
財
の
運
び
出

し
や
泥
上
げ
な
ど
を
支
援
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、他
自
治
体
か
ら
の
職
員

派
遣
、災
害
時
の
支
援
・
協
力
協
定

締
結
自
治
体
や
企
業
か
ら
の
物
資
提

供
、市
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
委
託

業
者
を
は
じ
め
、市
建
設
業
者
協
議

会
、陸
上
自
衛
隊
に
よ
る
災
害
ご
み

の
収
集
な
ど
、多
く
の
方
に
協
力
を

得
な
が
ら
、復
旧
・
復
興
が
進
め
ら

れ
ま
し
た
。

甚大な被害をもたらした令和元年東日本台風

災害時にも活用できる庁舎西側の市役所防災広場

須
賀
川
市
を
直
撃

令
和
元
年
東
日
本
台
風（
台
風
第
19
号
）に
よ
る
甚
大
な
被
害

 平成31年・令和元年の主な出来事

1月 市民交流センターｔｅｔｔｅが
オープン・ウルトラＦＭが開局

「こおりやま広域連携中枢都
市圏」形成連携協約を締結

２月 アニメツーリズム協会から県
内初の「アニメ聖地」認定プ
レートを受贈（写真①）

大東小学校統合 50 周年記念式典

3 月 第２期中心市街地活性化基
本計画が国の認定を受ける

4 月 市役所防災広場の供用開始

須賀川地方保健環境組合の新
ごみ処理施設が稼働（写真②）

台湾定期チャーター便が新規就航（写真③）

5 月 岩瀬公民館が岩瀬市民サービスセ
ンター内にリニューアルオープン

ぼたん児童クラブ館が移転オープン

観光協会と物産振興協会が統合
し、市観光物産振興協会が発足

7 月 半世紀振りに「サルビアの道」が復活（写真④）

8 月 市議会議員一般選挙（無投票）

10 月 保育施設などに通う3 ～ 5 歳
児を対象に市独自の給食費無
償化がスタート

令和元年東日本台風

うつみね児童クラブ館が移転オープン

11月 第三小学校創立 60 周年記念式典
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二
〇
一
九
年

平
成
31
年・令
和
元
年

市
民
文
化
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
誕
生

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

ｔ
ｅ
ｔ
ｔ
ｅ
が
オ
ー
プ
ン

　
1
月
11
日
、震
災
に
よ
り
甚
大
な

被
害
を
受
け
た
市
街
地
中
心
部
の

再
生
・
活
性
化
の
中
核
施
設
と
し

て
、
ま
た
、
市
民
文
化
復
興
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
、市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、設
計
の

段
階
か
ら
、導
入
す
る
機
能
や
活
用

方
法
な
ど
に
つ
い
て
、35
回
に
及
ぶ

市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、

中
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で
延
べ
約

７
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
数
多

く
の
意
見
を
で
き
る
限
り
反
映
さ

せ「
市
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

が
一
つ
の
形
と
な
り
ま
し
た
。

　
愛
称
の「
ｔ
ｅ
ｔ
ｔ
ｅ
」は
、応
募

総
数
１
３
１
７
件
か
ら
選
ば
れ
た
も

の
で「
み
ん
な
が
手
と
手
を
つ
な
ぎ

笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
よ
う
に
」と
の
想

い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
11
日
に
行
っ
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
で
は
、観
光
牡
丹
大
使
で

バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
Ｎ
ＡO

Ｔ
Ｏ

さ
ん
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

も
行
わ
れ
、市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の

オ
ー
プ
ン
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
内
に

ス
タ
ジ
オ
を
持
つ
須
賀
川
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ（
愛
称
・
ウ
ル
ト

ラ
Ｆ
Ｍ
）が
開
局
し
ま
し
た
。

　
旬
な
ま
ち
の
話
題
を
地
元
パ
ー
ソ

ナ
リ
テ
ィ
が
届
け
、暮
ら
し
に
役
立

つ
身
近
な
情
報
な
ど
を
毎
日「
聞
く
」

こ
と
が
で
き
る
本
市
の
新
し
い
情
報

手
段
と
な
り
ま
し
た
。

待望の市民交流センター tette がオープン

ウルトラ FM が開局

　
4
月
1
日
、東
日
本
大
震
災
で
被

災
し
た
庁
舎
の
再
建
と
合
わ
せ
て
整

備
を
進
め
て
い
た「
市
役
所
防
災
広

場
」の
供
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
市
役
所
防
災
広
場
は
、庁
舎
西
側

に
位
置
し
、
平
常
時
は「
市
民
の
憩

い
の
場
」
と
し
て
利
用
し
、
災
害
時

は
、一
時
避
難
場
所
や
支
援
の
受
け

入
れ
場
所
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

　

広
場
内
に
は
断
水
時
で
も
利
用

で
き
る
水
洗
ト
イ
レ
と
し
て「
マ
ン

ホ
ー
ル
ト
イ
レ
」
を
５
カ
所
設
置
。

さ
ら
に
、電
気
や
ガ
ス
な
ど
が
使
用

で
き
な
い
と
き
に
炊
き
出
し
を
す
る

た
め
の「
か
ま
ど
ベ
ン
チ
」を
、２
カ

所
設
置
し
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
経
験
を
生
か

し
、市
庁
舎
の
災
害
応
急
対
策
活
動

拠
点
と
し
て
の
機
能
強
化
を
図
り
ま

し
た
。

災
害
応
急
対
策
の
機
能
を
強
化

市
役
所
防
災
広
場
の

供
用
開
始

Ⓒ TOHO CO., LTD.
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俳
聖
・
松
尾
芭
蕉
と
旧
知
の
仲
で

あ
る
本
市
の
俳
人「
相さ

楽が
ら

等と
う

躬き
ゅ
う」
に

ち
な
み
、
10
月
9
日「
風
流
の
は
じ

め
館
」が
開
館
し
ま
し
た
。

　
風
流
の
は
じ
め
館
は
、東
日
本
大

震
災
で
被
災
し
た「
芭
蕉
記
念
館
」

の
機
能
の
継
承
と
、幅
広
い
世
代
が

和
文
化
に
親
し
み
、交
流
を
通
し
て

に
ぎ
わ
い
を
生
み
出
す
場
と
し
て
誕

生
し
ま
し
た
。

　
施
設
名
称
は
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
提
案
さ
れ
た

名
称
案
を
基
に
決
定
。
芭
蕉
が「
お

く
の
ほ
そ
道
」紀
行
の
途
中
で
等
躬

を
訪
ね
、み
ち
の
く
の
地
に
入
っ
た

感
慨
に
つ
い
て
詠
ん
だ「
風
流
の
初

や
お
く
の
田
植
う
た
」を
踏
ま
え
た

も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
ほ
か
、
古こ

寺で
ら

山さ
ん

自じ

奉ほ
う

楽ら
く

保
存
会
に
よ
る「
御
田
植

え
踊
り
」
の
披
露
、
市
民
文
化
団
体

の
皆
さ
ん
に
よ
る
呈て
い

茶ち
ゃ

、和
楽
器
の

演
奏
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

和文化に親しみ交流する場に

市民の命を守る指令室

　
4
月
か
ら
須
賀
川
消
防
本
部
で
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
機
器
と
通
信
技
術
を
駆

使
し
た
新
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の

運
用
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
管
内

で
発
生
し
た
火
災
な
ど
の
通
報
を
受

け
、
最
適
な
出
動
部
隊
を
編
成
し
、

迅
速
か
つ
正
確
な
指
令
が
行
わ
れ
ま

す
。

　
ま
た
、11
月
か
ら
は
緊
急
通
報
シ

ス
テ
ム「
Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９
緊
急
通
報

シ
ス
テ
ム
」
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

「
Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９
緊
急
通
報
シ
ス
テ

ム
」
は
、
聴
覚
や
言
語
機
能
に
障
が

い
の
あ
る
人
向
け
の
通
報
シ
ス
テ
ム

で
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
利
用
し
て
、簡
単
な
操
作
で
素

早
く
通
報
で
き
ま
す
。

　
こ
う
し
た
最
新
機
器
や
シ
ス
テ
ム

の
活
用
で
、火
災
や
自
然
災
害
で
の

救
命
体
制
を
支
え
、大
切
な
命
を
守

る
こ
と
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

世
代
を
こ
え
て
学
び
愉
し
む

風
流
の
は
じ
め
館
が
開
館

 令和２年の主な出来事

２月 新型コロナウイルス感染症対
策本部を設置

3 月 JR 水郡線川東駅の新駅舎が完成

「大町よってけ広場」から「円谷幸
吉メモリアルパーク」へ（写真①）

4 月 第２期市まち・ひと・しごと
創生総合戦略がスタート

福祉まるごと相談窓口を開設

須賀川消防本部で新消防指
令センターの運用がスタート

緊急事態宣言が全国へ拡大
（福島県は 5 月 14 日に解除）

5 月 阿武隈川堤防（浜尾遊水地西
側）の本復旧工事が完了

7 月 橋本克也氏が市長無投票当選
（4 期目）（写真②）

8 月 博物館が開館 50 周年

9 月 地域外来（発熱外来）を緑の広場に開設

大黒池防災公園に「土のうス
テーション」を設置

10 月 すかがわ観光物産館「flatto」
がオープン（写真③）

風流のはじめ館が開館

稲田公民館がリニューアル
オープン（写真④）

11月 須賀川特撮アーカイブセンターがオープン

1 本だけの松明あかし
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二
〇
二
〇
年

令
和
2
年

ウ
イ
ル
ス
と
の
戦
い
か
ら
共
存
を
目
指
し
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行

　
2
月
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
全
世
界
で
猛
威
を
振
る
い
、私
た

ち
の
生
活
や
経
済
活
動
に
深
刻
な
影

響
を
与
え
、全
て
が
一
変
し
ま
し
た
。

　
本
市
で
は
、
２
月
21
日
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
を

設
置
、
2
月
27
日
に「
市
主
催
等
イ

ベ
ン
ト
中
止
等
及
び
市
の
施
設
の
休

館
に
関
す
る
指
針
」
を
定
め
、
２
月

28
日
か
ら
は
不
特
定
多
数
の
人
が
利

用
し
、濃
厚
接
触
の
可
能
性
が
高
い

施
設
を
休
館
、一
部
の
施
設
の
貸
館

を
中
止
し
ま
し
た
。

　
４
月
16
日
、国
か
ら
外
出
の
自
粛
な

ど
を
要
請
す
る「
緊
急
事
態
宣
言
」が

全
国
に
発
出
さ
れ
ま
し
た
。福
島
県
は

5
月
14
日
に
解
除
さ
れ
た
も
の
の
、目

に
見
え
な
い
ウ
イ
ル
ス
に
不
安
を
抱

く
日
々
が
続
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
中
、社
会
経
済
活
動
を

維
持
す
る
た
め
、
マ
ス
ク
の
着
用
、

「
三
密
」の
回
避
、テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど

「
新
し
い
生
活
様
式
」
で
の
暮
ら
し

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

市
で
も
新
し
い
生
活
様
式
を
周

知
し
、感
染
対
策
を
呼
び
掛
け
た
ほ

か
、地
域
外
来（
発
熱
外
来
）を
緑
の

広
場
に
開
設
、プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券「
コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な
！
ボ
ー

タ
ン
商
品
券
」
を
発
行
し
、
市
民
生

活
、社
会
経
済
活
動
を
支
援
し
ま
し

た
。

　
こ
の
年
は
学
校
行
事
を
は
じ
め
、

見
頃
を
迎
え
た
須
賀
川
牡
丹
園
の
休

園
、釈
迦
堂
川
花
火
大
会
の
中
止
、松

明
を
1
本
に
限
定
し
て
の
松
明
あ
か

し
な
ど
、毎
年
開
催
し
て
き
た
市
内
の

各
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
ま
た
は
規
模
を

縮
小
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

最
新
シ
ス
テ
ム
を
完
備

新
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の

運
用
が
ス
タ
ー
ト

各団体よりマスクなどを受贈

仕事や学校生活の中に「新たな生活様式」が浸透していきました



◎
通
史
２
０
１
４
〜
２
０
２
３
年

29 28須賀川市70年のあゆみ 須賀川市70年のあゆみ

　
2
月
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
治
療
や
感
染
予
防
に
日
々
尽

力
さ
れ
て
い
る
医
療
機
関
、
介
護
・

障
が
い
者
施
設
従
事
者
の
皆
さ
ん

へ
、市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
感
謝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
と
も
に
、

応
援
の
品
を
贈
る「
心
に
花
を
咲
か

せ
よ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
行
い
ま

し
た
。

　
「
大
変
な
状
況
の
中
、
コ
ロ
ナ
の

脅
威
と
戦
っ
て
く
だ
さ
り
、本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
皆
さ
ん
の
こ
と
を
心
か
ら

応
援
し
て
い
ま
す
」「
皆
様
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
み

ん
な
で
心
を
ひ
と
つ
に
こ
の
難
関

を
越
え
て
、
生
き
て
ゆ
き
ま
し
ょ

う
」と
い
っ
た
温
か
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

４
３
０
０
通
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

3
月
に
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

お
返
し
と
し
て
、
市
内
90
事
業
所

８
５
０
人
の
医
療
従
事
者
な
ど
の
皆

さ
ん
か
ら
お
礼
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届

き
ま
し
た
。

　
感
謝
の
気
持
ち
を
贈
ら
れ
た
医
療

従
事
者
な
ど
の
皆
さ
ん
と
、贈
っ
た

市
民
の
皆
さ
ん
の
お
互
い
の
心
に
き

れ
い
な
花
が
咲
き
ま
し
た
。

心に花を咲かせようプロジェクト

住宅などに大きな被害が発生

　
2
月
13
日
午
後
11
時
8
分
、福
島

県
沖
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
７・
３
の
地
震
が
発
生
。
本
市
で

は
最
大
震
度
6
弱
を
観
測
し
ま
し

た
。
市
災
害
対
策
本
部
で
は
、関
係

機
関
と
と
も
に
速
や
か
に
対
応
し
、

被
害
状
況
の
調
査
や
、避
難
所
を
開

設
し
ま
し
た
。

　

り
災
証
明
書
の
交
付
件
数
は 

２
２
８
２
件（
全
壊
6
件
、
大
規
模

半
壊
9
件
、
中
規
模
半
壊
17
件
、
半

壊
１
１
９
件
、
準
半
壊
５
３
２
件
、

一
部
損
壊
１
５
９
９
件
）、
被
災
証

明
書
の
交
付
件
数
は
３
７
０
件（
個

人
３
２
０
件
、
事
業
者
50
件
）
と

な
っ
た
ほ
か
、
公
共
施
設
や
道
路
、

農
業
施
設
、商
工
業
な
ど
も
大
き
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　
市
で
は
、早
期
の
生
活
再
建
の
た

め
、災
害
見
舞
金
や
住
宅
の
応
急
修

理
、市
税
の
減
免
な
ど
の
支
援
を
行

い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
を
み
ん
な
と
乗
り
越
え
る

心
に
花
を
咲
か
せ
よ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 令和3年の主な出来事

2 月 市公式 LINE 運用を開始

心に花を咲かせようプロジェクト

福島県沖を震源とする地震が発生

3 月 東京 2020オリンピック聖火リレー

4 月 義務教育学校稲田学園が開校（写真①）

降霜で果樹 97 ヘクタールに
被害が発生

5 月 新型コロナウイルスワクチン
の集団接種を開始（写真②）

6 月 降ひょうで野菜・果樹 41.5 ヘ
クタールに被害が発生

7 月 円谷英二監督、円谷幸吉選
手に名誉市民章を授与

大黒池防災公園に市防災倉庫が完成

相澤晃選手が東京 2020 オリンピッ
ク陸上男子10000m の決勝に出場

8 月 東京 2020 パラリンピック聖
火フェスティバル（写真③）

9 月 文化センターがリニューアルオープン

第一小学校創立 150 周年記念式典

10 月 円谷幸吉メモリアルホールの
展示内容を拡充

阿武隈小学校創立 50 周年記念式典

すかがわ国際短編映画祭が
33 年の歴史に幕（写真④）

12 月 生誕 120 年円谷英二展

S u k a g a w a   2 0 2 1

❶

❷

❸

❹

二
〇
二
一
年

令
和
3
年

57
年
振
り
に
聖
火
が
須
賀
川
に

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７・３

福
島
県
沖
を
震
源
と
す
る

地
震
が
発
生

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

聖
火
リ
レ
ー

　
3
月
27
日
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
で
延
期
と
な
っ
て

い
た
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
聖
火
リ
レ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
し
て
は
、前

回
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か
ら
57
年

振
り
に
、聖
火
が
本
市
を
通
過
し
ま

し
た
。
１
９
６
４
年
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
マ
ラ
ソ
ン
競
技
で
銅
メ
ダ

ル
を
獲
得
し
た
円
谷
幸
吉
選
手
の
ふ

る
さ
と
で
あ
る
本
市
に
と
っ
て
、再

び
聖
火
リ
レ
ー
が
行
わ
れ
た
こ
と

は
、大
変
意
義
深
い
も
の
で
し
た
。

　

今
回
の
聖
火
リ
レ
ー
を
彩
っ
た

の
が「
円
谷
幸
吉
・
レ
ガ
シ
ー
サ
ル

ビ
ア
の
会
」
に
よ
る「
サ
ル
ビ
ア
の

道
」
で
す
。「
サ
ル
ビ
ア
の
道
」
は
、

１
９
６
４
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

聖
火
リ
レ
ー
で
、円
谷
幸
吉
選
手
を

応
援
し
よ
う
と
、母
校
で
あ
る
須
賀

川
高
校（
現 

須
賀
川
創
英
館
高
校
）

の
生
徒
会
が
行
っ
た
も
の
で
す
。

　
そ
し
て
、東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で「
第
２
の
円
谷
」
と
し
て

世
界
へ
羽
ば
た
い
た
の
が
、本
市
出

身
の
相
澤
晃
選
手
で
す
。7
月
30
日
、

陸
上
競
技
男
子
１
万
メ
ー
ト
ル
に
出

場
し
、市
民
へ
勇
気
と
感
動
を
与
え

て
く
れ
ま
し
た
。

　
相
澤
選
手
の
地
元
で
あ
る
長
沼
地

域
の
皆
さ
ん
で
結
成
さ
れ
た
相
澤
晃

応
援
団
や
出
身
ク
ラ
ブ
の
円
谷
ラ
ン

ナ
ー
ズ
な
ど
の
関
係
団
体
が
、各
会

場
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
ぎ
一
緒
に

応
援
し
ま
し
た
。

相澤選手を応援
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大量の図書が散乱した中央図書館

　
3
月
16
日
午
後
11
時
36
分
、令
和

3
年
2
月
に
引
き
続
き
、福
島
県
沖

を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

７・４
の
地
震
が
発
生
。
本
市
で
は
、

最
大
震
度
5
強
を
観
測
し
ま
し
た
。

市
災
害
対
策
本
部
で
は
、関
係
機
関

と
と
も
に
速
や
か
に
対
応
し
、被
害

状
況
の
調
査
や
、安
全
確
認
を
行
い

ま
し
た
。

　

り
災
証
明
書
の
交
付
件
数
は 

９
０
７
件（
半
壊
11
件
、
準
半
壊

１
３
６
件
、一
部
損
壊
７
６
０
件
）、

被
災
証
明
書
の
交
付
件
数
は
１
５
９

件（
個
人
87
件
、
事
業
者
72
件
）
と

な
っ
た
ほ
か
、
公
共
施
設
や
道
路
、

農
業
施
設
、商
工
業
な
ど
も
大
き
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　
市
で
は
、前
年
同
様
早
期
の
生
活

再
建
の
た
め
、災
害
見
舞
金
や
住
宅

の
応
急
修
理
、市
税
の
減
免
な
ど
の

支
援
を
行
い
ま
し
た
。

 令和4年の主な出来事

1月 市成年後見支援センターを開設

2 月 市 SDGs 推進協議会を設置

3 月 福島県沖を震源とする地震が発生

4 月 あおば循環バスが運行を開始

須賀川創英館高校が開校（写真①）

6 月 すかがわ地方障がい者地域活
動支援センター「ウィッシュ」
を開設

降ひょうで野菜・果樹 157 ヘ
クタールに被害が発生

すかがわ特撮塾が開講

7 月 養老孟司さんに市特別功労
者表彰が贈られる（写真②）

「シン・ウルトラマン」の上映
会と、監督・樋口真嗣さん、
俳優・斎藤工さんによるスペ
シャルトーク（写真③）

全国自主怪獣映画選手権を
本市で初開催（写真④）

9 月 『「アニメージュとジブリ展」一
冊の雑誌からジブリは始まっ
た』ふくしま須賀川展が開幕

市過疎地域持続的発展計画
を策定

10 月 須賀川桐陽高校 60 周年記念式典

11月 翠ヶ丘公園に飲食施設がオープン

12 月 市民交流センターの来館者が
200 万人を達成

S u k a g a w a   2 0 2 2

❶

❷

❸

❹

二
〇
二
二
年

令
和
4
年

翠
ヶ
丘
公
園
が
新
た
な
魅
力
あ
る
公
園
に

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７・４

福
島
県
沖
を
震
源
と
す
る

地
震
が
再
び
発
生

令和 5 年度にオープンした温浴施設

　
9
月
17
日
か
ら
12
月
11
日
ま
で
、

文
化
セ
ン
タ
ー
で『「
ア
ニ
メ
ー
ジ
ュ

と
ジ
ブ
リ
展
」一
冊
の
雑
誌
か
ら
ジ

ブ
リ
は
始
ま
っ
た
』ふ
く
し
ま
須
賀

川
展
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
展
覧
会
に
は
、
雑
誌「
ア
ニ

メ
ー
ジ
ュ
」の
誌
面
や
ア
ニ
メ
の
セ

ル
画
、ジ
オ
ラ
マ
な
ど
約
２
０
０
点

が
展
示
さ
れ
、期
間
中
に
3
万
人
以

上
が
来
場
し
ま
し
た
。
訪
れ
た
人
た

ち
は
、ア
ニ
メ
ー
ジ
ュ
の
歴
史
と
ス

タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
の
原
点
に
触
れ
、ア

ニ
メ
の
世
界
に
浸
っ
て
い
ま
し
た
。

　
展
覧
会
、オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
の
ほ
か
、関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、文
化
セ
ン
タ
ー
で
の
ジ
ブ
リ
映

画
の
上
映
会
、ジ
ブ
リ
作
品
に
関
連

す
る
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル「
す
か
が
わ

み
ん
な
の
美
術
館
」、
市
内
飲
食
店

16
店
舗
が
趣
向
を
凝
ら
し
て
展
覧
会

と
の
コ
ラ
ボ
メ
ニ
ュ
ー
を
販
売
す
る

「
須
賀
川
コ
ラ
ボ
メ
ニ
ュ
ー
」、市
内

の
学
校
・
音
楽
団
体
に
よ
る
ジ
ブ
リ

や
ア
ニ
メ
ー
ジ
ュ
関
連
音
楽
の
コ
ン

サ
ー
ト
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

アニメージュとジブリ展と関連イベント

県
内
外
か
ら
フ
ァ
ン
が
集
ま
る

「
ア
ニ
メ
ー
ジ
ュ
と
ジ
ブ
リ
展
」開
幕

　
翠
ヶ
丘
公
園
は
、ま
ち
な
か
に
あ

り
な
が
ら
約
30
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
緑
に

囲
ま
れ
た
公
園
で
、平
成
元
年
に
は

「
日
本
都
市
公
園
百
選
」
に
選
ば
れ

て
い
ま
す
。

　
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
利
用
さ

れ
て
き
た
翠
ヶ
丘
公
園
を
、新
た
な

魅
力
あ
ふ
れ
る
公
園
と
す
る
た
め
、

新
し
い
整
備
手
法
で
あ
る「
パ
ー
ク

Ｐピ
ー

Ｆエ
フ

Ｉア
イ

」を
活
用
し
、令
和
2
年
9
月

に
基
本
協
定
を
締
結
し
た（
株
）あ
お

い
と
温
浴
施
設
等
整
備
事
業
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　
パ
ー
ク
Ｐ
Ｆ
Ｉ
と
は
、公
園
内
に

飲
食
店
な
ど
の
収
益
施
設
を
整
備

し
、そ
の
利
益
で
公
園
を
維
持
管
理

す
る
事
業
者
な
ど
を
公
募
で
選
ぶ
制

度
で
、県
内
で
初
め
て
の
活
用
と
な

り
ま
し
た
。

　

11
月
、
憩
の
広
場
に
飲
食
施
設

「
Ｊジ
ェ
ー
ド

ａ
ｄ
ｅ
ｇグ

リ

ー

ン

ｒ
ｅ
ｅ
ｎ 

ｃカ

フ

ェ

ａ
ｆ
ｅ
」

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
公
園
が

持
っ
て
い
る
自
然
の
魅
力
を
生
か

す
た
め
、施
設
の
デ
ザ
イ
ン
は
周
囲

の
景
観
に
優
し
く
溶
け
込
む
外
観

と
し
、ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を

積
極
的
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、多

く
の
人
が
快
適
に
利
用
で
き
る
心

地
良
い
空
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
5
年
4
月
に
は
、公
園
の
自
然

豊
か
な
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
生
か
し
た

温
浴
施
設「
Ｓサ

ウ

ナ

ａ
ｕ
ｎ
ａ
＆ア
ン
ド
Ｓス

パ
ｐ
ａ 

Ｇグ

リ

ー

ン

ｒ
ｅ
ｅ
ｎ
」も
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
屋
外
イ
ベ
ン
ト
ス
テ
ー
ジ
や
園
路
、

子
ど
も
た
ち
が
遊
べ
る
小
川
を
は
じ

め
、カ
フ
ェ
・
温
浴
施
設
内
に
は
、公

園
利
用
者
も
使
用
で
き
る
ト
イ
レ
を

完
備
し
、
更
に
利
便
性
の
高
い
に
ぎ

わ
い
あ
ふ
れ
る
公
園
に
な
り
ま
し
た
。

県
内
初
の
パ
ー
ク
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
を

活
用
し
た
カ
フ
ェ
が
オ
ー
プ
ン

憩いの広場に自然と調和したカフェが完成
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4
月
か
ら
、
5
年
間
の
ま
ち
づ

く
り
の
指
針
と
な
る
市
第
9
次
総

合
計
画「
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン

２
０
２
３
」が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

将
来
都
市
像
は「
共
に
つ
く
る 

住
み

続
け
た
い
ま
ち 

す
か
が
わ
」と
し
、

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
市
民
と

の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
や
、先
人
た

ち
が
築
き
上
げ
て
き
た
市
民
自
治
の

精
神
を
受
け
継
ぎ
、市
へ
の
愛
着
と

誇
り「
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
」
に
あ

ふ
れ
、全
て
の
人
に
と
っ
て
住
み
続

け
た
い
ま
ち
で
あ
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

計
画
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
新

た
な
試
み
と
し
て
中
学
生
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
と
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
。地
域
懇
談
会
な
ど
も
含
め
、

多
く
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、総
合
計
画
を
実
現
す
る
た

め
市
の
組
織
の
一
部
を
改
編
し「
市

民
協
働
推
進
部
」「
情
報
政
策
課
」「
総

合
交
通
政
策
係
」「
特
撮
文
化
推
進

係
」を
設
置
し
ま
し
た
。
総
合
計
画

の
重
要
政
策
の
一
つ
で
あ
る「
市
民

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」

に
取
り
組
む
た
め「
公
民
館
」を「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」に
変
更
し
、

機
能
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

まちづくりの指針となる新たな総合計画がスタート

開港 30 周年となった福島空港

は
航
空
自
衛
隊
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
チ
ー

ム「
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
」
と
エ
ア

レ
ー
ス
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
室
屋
義
秀
さ

ん
に
よ
る
エ
ア
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、1
月
に
は
ベ
ト
ナ
ム
か
ら

の
チ
ャ
ー
タ
ー
便
が
運
航
さ
れ
、国

際
チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
運
航
は
3
年
振

り
の
再
開
と
な
り
ま
し
た
。

　
令
和
6
年
1
月
か
ら
台
湾
便
が
定

期
チ
ャ
ー
タ
ー
便
と
し
て
就
航
し
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
に
伴
う
、今
後

更
な
る
利
用
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

共
に
つ
く
る
、
住
み
続
け
た
い
ま
ち

市
第
9
次
総
合
計
画
ス
タ
ー
ト
・
行
政
組
織
改
編

 令和5年の主な出来事

1月 すかがわシネマ開催

３月 福島空港開港 30 周年記念式典

牡丹キャンペーンクルー ミス牡丹時
代も含めて38 年の歴史に幕（写真①）

４月 市第９次総合計画がスター
ト・市行政組織を改編

「文化都市すかがわ」推進戦略本部を設置

須賀川アリーナの名称を「円谷
幸吉メモリアルアリーナ」に変更

降霜で果樹 57ヘクタールに被害が発生

（株）円谷プロダクションと「ま
ちづくり提携協定」を締結

翠ヶ丘公園に温浴施設がオープン

５月 新型コロナウイルス感染症が
５類感染症に移行

市カーボンニュートラル宣言

７月 18 年振りに「ＮＨＫのど自慢」を開催（写真②）

十両昇進が内定した高橋力士
が、市長を表敬訪問（写真③）

８月 市議会議員一般選挙

10 月 白方小学校創立 150 周年記念式典

福島ファイヤーボンズの須賀
川開幕戦（写真④）

仁井田小学校創立 150 周年記念式典

西袋第一小学校創立 150 周年記念式典

西袋第二小学校創立 150 周年記念式典

11月 長沼小学校創立 150 周年記念式典

❶

❷

❸

❹

二
〇
二
三
年

令
和
5
年

徐
々
に
市
民
生
活
が
戻
り
各
イ
ベ
ン
ト
が
再
開

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

5
類
感
染
症
に
移
行

　
令
和
2
年
2
月
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
流
行
し
、目
に

見
え
な
い
ウ
イ
ル
ス
と
の
戦
い
が
始

ま
っ
て
か
ら
3
年
。「
緊
急
事
態
宣

言
」や「
福
島
県
非
常
事
態
宣
言
」な

ど
が
発
出
さ
れ
、何
度
も
感
染
の
拡

大
を
繰
り
返
す
中
、基
本
的
な
感
染

対
策
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど
で
、ウ

イ
ル
ス
と
戦
っ
て
き
ま
し
た
。

　
5
月
8
日
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
位
置
付
け
が
2
類
相
当

か
ら
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど

と
同
様
の
5
類
に
移
行
。
マ
ス
ク
の

着
用
が
個
人
の
判
断
に
な
る
な
ど
感

染
対
策
が
緩
和
さ
れ
る
中
で
、親
し

い
人
と
会
食
を
楽
し
む
姿
や
県
外
・

海
外
へ
旅
行
に
行
く
人
な
ど
の
姿
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。

　
徐
々
に
市
民
生
活
が
元
に
戻
っ
て

き
た
と
実
感
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

こ
れ
ま
で
中
止
や
規
模
を
縮
小
し
て

行
っ
て
い
た
市
内
の
各
イ
ベ
ン
ト
も

通
常
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
き
う
り

天
王
祭
や
各
地
域
の
祭
り
な
ど
が
開

催
さ
れ
、子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
や
住

民
同
士
の
交
流
の
場
が
ま
た
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、4

年
振
り
の
通
常
開
催
と
な
っ
た
釈
迦

堂
川
花
火
大
会
や
松
明
あ
か
し
は
、

多
く
の
人
が
訪
れ「
元
気
な
す
か
が

わ
」を
市
内
外
に
発
信
す
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

　
平
成
5
年
3
月
に
開
港
し
た
福
島

空
港
が
30
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
福
島
県
の
空
の
玄
関
口
と
し

て
、観
光
を
は
じ
め
地
域
産
業
の
伸

展
と
人
々
の
交
流
に
大
き
く
貢
献
し

て
き
た
ほ
か
、東
日
本
大
震
災
時
に

は
、災
害
救
助
や
救
援
物
資
の
輸
送

な
ど
の
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
30
周
年
を
記
念
し
て
、3
月
に
記

念
式
典
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、9
月
に

空
か
ら
つ
な
が
る
絆

福
島
空
港
開
港
30
周
年

学校行事も再開

S u k a g a w a   2 0 2 3

再び多くの笑顔が見られる一年に
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本市を襲った自然災害の脅威
未曽有の被害をもたらした平成23（2011）年の東日本大震災。

そして、東日本大震災からの復興・発展を目指していた本市を襲った令和元年の東日本台風。
このほか、十数年の間に、度重なる自然災害が発生し、多くの苦難に見舞われました。

東
日
本
大
震
災

東
日
本
台
風

東日本大震災の概要

発 生 日 時 平成23（2011）年3月11日　午後2時46分

震 源 地 三陸沖深さ 24㎞

　 マグニチュード 9.0　本市最大震度 6強

人 的 被 害 死者 11名（うち直接死 9名、関連死 2名）

　 行方不明者 1名　軽傷者 1名

家 屋 被 害 全壊 1,249 件　半壊 3,503 件

　 一部損壊 10,557 件

東日本台風の概要

発 生 日 時 令和元（2019）年10月12日～ 13日

水 位 阿武隈川の最高水位 9.61m

釈迦堂川の最高水位 6.77m

人 的 被 害　 死者 3名（うち直接死 2名、関連死 1名）

家 屋 被 害 全壊 155件　半壊 675件

　 一部損壊 232件

激しく損壊した市役所下江持での救助活動

第一小の崩れた校庭阿武隈川の越水により浸水した和田地区

決壊した藤沼ダム本堤釈迦堂川のはん濫により浸水した牛袋町・卸町



37 36須賀川市70年のあゆみ 須賀川市70年のあゆみ

創造的復興そして次の10年へ
東日本大震災から10年が経過し、創造的復興を目指した様々な事業が目に見える形で進んできました。

「選ばれるまち」から「住み続けたいまち」へ、
創造的復興からの「次の10年」という新たなステージへ歩みを進めていきます。

復興への歩み
平成23（2011）年
12月 20日 市震災復興計画を策定
平成24（2012）年
7 月 20日 いわせニュータウンで除染を開始
平成27（2015）年
3 月 19日 災害公営住宅「馬町団地」の入居開始
4 月 24日 藤沼温泉「やまゆり荘」が営業を再開
7 月 1 日 災害公営住宅「東町団地」の入居開始
8 月 25日 第一小学校新校舎が完成1
平成28（2016）年

3 月 30日 災害公営住宅「弘法坦団地」「山寺北団地」の入居
開始。災害公営住宅全100戸の整備が完了

平成29（2017）年
4 月 24日 藤沼ダム農業用水の供給再開2

5 月 8 日 新庁舎開庁 3
8 月　3 日 住宅地から除染土壌の搬出を開始
平成31（2019）年
1 月　11日 須賀川市民交流センター tette がオープン4
4 月　1 日 市役所防災広場の供用開始
令和2（2020）年

5 月　31日 令和元年東日本台風で決壊した阿武隈川堤防（浜
尾遊水地西側）の本復旧工事が完了5

10月　5 日 令和元年東日本台風で浸水被害を受けた第一保育
所が元の場所で再開6

10月　9 日 風流のはじめ館がオープン7

10月　10日 令和元年東日本台風で浸水被害を受けた須賀川
アリーナが再開8

11月　3 日 須賀川特撮アーカイブセンターがオープン9

1

3

6

7

89

4

2

5
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一
九
五
四（
昭
和
二
九
）年

３
・
３１

須
賀
川
町
、
浜
田
村
、
西
袋
村
、
稲
田
村
、
石

川
郡
小
塩
江
村
が
合
併
し
、
須
賀
川
市
が
誕
生

４
・
１

市
消
防
団
が
発
足
、
福
祉
事
務
所
を
設
置

４
・
２７

市
制
施
行
後
初
の
市
長
選
挙
、
岡
部
宗
城

氏
が
初
代
市
長
に
当
選

５
・
１０

市
制
施
行
祝
賀
式
典

５
・
２２

市
歌
発
表
会

６
・
１０

市
章
を
制
定

一
九
五
五（
昭
和
三
〇
）年

３
・
１

消
防
署
を
設
置

３
・
１０

岩
瀬
郡
仁
井
田
村
が
須
賀
川
市
に
合
併

３
・
２９

市
制
施
行
後
初
の
市
議
会
議
員
選
挙（
小

選
挙
区
制
・
定
数
３０
）

４
・
１

県
立
須
賀
川
第
二
高
等
学
校
が
開
校

５
・
１５

釈
迦
堂
川
橋
竣
工
式

9
・
１２

第
二
中
学
校
が
新
築
移
転

１０
・
１

嘱
託
員
設
置
条
例
を
施
行

１２
・
２７

絹
本
著
色
亜
欧
堂
田
善
画
像
が
県
重
要

文
化
財
に
指
定

一
九
五
六（
昭
和
三
一
）年

４
・
１

第
三
中
学
校
が
開
校

４
・
８

岡
部
市
長
が
死
去

５
・
１０

澤
田
三
郎
氏
が
市
長
無
投
票
初
当
選

５
・
２１

服
部
け
さ
顕
彰
碑
除
幕
式

６
・
１

地
方
財
政
再
建
特
別
措
置
法
適
用
に
よ

り
財
政
再
建
団
体
に
認
定

１２
・
１

第
二
保
育
所
が
開
所（
社
会
福
祉
法
人
新

栄
町
厚
生
会
か
ら
移
管
）

一
九
五
七（
昭
和
三
二
）年

１
・
１２

財
団
法
人
須
賀
川
牡
丹
園
保
勝
会
が
設
立

４
・
１

第
二
小
学
校
に
愛
護
学
級
を
開
設

５
・
1

国
道
４
号
が
開
通

６
・
１５

市
農
業
委
員
会
が
設
立

９
・
１

国
民
健
康
保
険
全
面
実
施

１２
・
１０

愛
護
育
成
会
が
発
足

一
九
五
八（
昭
和
三
三
）年

３
・
１８

首
藤
保
之
助
氏
が
市
に
阿
武
隈
考
古
館

資
料
約
５
万
点
を
寄
贈

４
・
１

奨
学
資
金
貸
与
制
度
を
開
始

第
三
保
育
所
が
開
所

都
市
公
園
条
例
を
施
行

文
化
財
保
護
条
例
を
施
行

４
・
１０

古
戸
の
大
火（
住
家
4０
棟
全
焼
）

８
・
１

蝦
夷
穴
古
墳
が
県
史
跡
に
指
定

９
・
１７

青
少
年
問
題
協
議
会
を
設
置

9
・
２７

台
風
第
２２
号
水
害
が
発
生

一
九
五
九（
昭
和
三
四
）年

３
・
１７

古
寺
山
の
松
並
木
が
県
天
然
記
念
物
に
指
定

３
・
２９

市
議
会
議
員
選
挙（
大
選
挙
区
制
・
定
数
３０
）

３
・
３１

羽
鳥
用
水（
浜
田
須
賀
川
幹
線
用
水
）が
完
成

４
・
１

第
三
小
学
校
が
開
校

１０
・
１

翠
ヶ
丘
公
園
が
都
市
計
画
法
に
よ
る
都
市

公
園
に
指
定

一
九
六
〇（
昭
和
三
五
）年

３
・
３１

財
政
再
建
団
体
か
ら
脱
却

４
・
１

社
会
教
育
委
員
設
置
条
例
を
施
行

４
・
２4

澤
田
三
郎
氏
が
市
長
当
選（
２
期
目
）

１１
・
２８

関
下
簡
易
水
道
が
完
成

一
九
六
一（
昭
和
三
六
）年

４
・
６

子
ど
も
育
成
会
連
絡
協
議
会
が
発
足

４
・
２５

第
三
小
学
校
新
校
舎
落
成
式

５
・
３

牡
丹
会
館
が
完
成

５
・
２６

上
人
壇
廃
寺
跡
の
発
掘
調
査
開
始

６
・
２８

台
風
第
６
号
水
害
が
発
生（
宇
津
峰
大
橋
が
流
失
）

１２
・
１８

市
史
編
さ
ん
委
員
会
を
設
置

１２
・
２２

第
二
中
学
校
火
災（
３
教
室
が
半
焼
）

一
九
六
二（
昭
和
三
七
）年

２
・
１１

連
合
婦
人
消
防
隊
が
発
足

４
・
１

諏
訪
町
児
童
遊
園
地
を
開
設

８
・
９

市
体
育
館
が
完
成

８
・
２０

中
部
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
に
着
手

9
・
２９

新
安
積
土
地
改
良
区
が
設
立

１０
・
１

災
害
対
策
本
部
条
例
を
施
行

須
賀
川
市
大
年
表

HISTO
RY O

F SU
KAG

AW
A CITY　

　
　
令
和
６
年
３
月
再
編
集

市制施行祝賀式典（S29）国道4号開通式（S32）

一
九
六
三（
昭
和
三
八
）年

１
・
３０

須
賀
川
地
方
衛
生
処
理
組
合
が
設
立

４
・
９

県
立
須
賀
川
女
子
高
等
学
校
が
開
校

４
・
３０

市
議
会
議
員
選
挙（
定
数
２６
）

５
・
１０

小
塩
江
小
学
校
新
校
舎
に
移
転

１２
・
２

須
賀
川
地
区（
旧
市
内
）の
町
名
・
字
名
変
更
認
証

一
九
六
四（
昭
和
三
九
）年

２
・
２８

仁
井
田
簡
易
水
道
が
完
成

３
・
３

本
市
を
含
む
常
磐
・
郡
山
地
区
が
新
産
業

都
市
に
指
定

3
・
２4

双
式
浮
彫
阿
弥
陀
三
尊
来
迎
供
養
石
塔

が
県
重
要
文
化
財
に
指
定

４
・
１９

鈴
木
貞
夫
氏
が
市
長
初
当
選

９
・
３０

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー

１０
・
２

市
制
施
行
１０
周
年
記
念
式
典

１０
・
２１

円
谷
幸
吉
選
手
が
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
マ

ラ
ソ
ン
競
技
で
銅
メ
ダ
ル

一
九
六
五（
昭
和
四
〇
）年

2
・
１５

須
賀
川
地
方
衛
生
処
理
組
合「
し
尿
処
理

施
設
」が
完
成

３
・
５

上
水
道
第
一
次
拡
張
事
業
起
工
式

３
・
３１

稲
田
小
学
校
新
校
舎
が
完
成

4
・
1

若
葉
児
童
館
が
開
館

東
山
小
学
校
・
大
東
中
学
校
が
開
校

４
・
１０
「
須
賀
川
広
報
」を「
広
報
す
か
が
わ
」に
改
称

一
九
六
六（
昭
和
四
一
）年

４
・
１

和
田
幼
稚
園
が
市
に
移
管
・
開
園

４
・
１５

第
一
小
学
校
新
校
舎
第
１
期
工
事
完
成
、

５・６
年
生
移
転

６
・
２９

台
風
第
４
号
水
害
が
発
生

９
・
２５

台
風
第
２６
号
水
害
が
発
生

１１
・
１５

公
立
岩
瀬
病
院
本
館
が
完
成

１２
・
１０

仁
井
田
中
学
校
新
校
舎
落
成
式

一
九
六
七（
昭
和
四
二
）年

２
・
１

石
川
郡
大
東
村
が
須
賀
川
市
に
合
併

2
・
２８

須
賀
川
地
方
衛
生
処
理
組
合「
ご
み
焼
却

施
設
」が
完
成

４
・
１

大
東
幼
稚
園
が
開
園

４
・
２８

市
議
会
議
員
選
挙（
定
数
３０
）

５
・
２

新
栄
橋
竣
工
式

１２
・
１

上
水
道
第
一
次
拡
張
事
業
落
成
式

１２
・
８

桐
文
木
彩
漆
笈
が
県
重
要
文
化
財
に
指
定

１２
・
３１

東
山
小
学
校
新
校
舎
が
完
成

一
九
六
八（
昭
和
四
三
）年

２
・
３

国
道
１
１
８
号
開
通
式

４
・
１０

鈴
木
貞
夫
氏
が
市
長
当
選（
２
期
目
）

５
・
２８

上
人
壇
廃
寺
跡
が
国
史
跡
に
指
定

９
・
9

市
庁
舎
建
設
に
着
手

１０
・
１

大
東
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
に
助
産
所
を
併
設

１１
・
３

明
治
百
年
記
念
顕
彰
式
典

一
九
六
九（
昭
和
四
四
）年

４
・
１

大
東
小
学
校
が
開
校

５
・
３０

和
田
大
仏
及
び
横
穴
古
墳
群
を
市
史
跡
に
指
定

７
・
２０

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー（
老
人
憩
の
家
）が
開
館

１０
・
１

岩
瀬
牧
場
の
玉
蜀
黍
貯
蔵
所
を
市
有
形

文
化
財
に
指
定

１０
・
３１

市
庁
舎
が
完
成

１１
・
１

消
防
署
庁
舎
が
新
築
移
転

一
九
七
〇（
昭
和
四
五
）年

４
・
１

稲
田
・
仁
井
田
・
小
塩
江
・
大
東
地
区
に

出
張
所
設
置

５
・
２１

昭
和
天
皇
・
香
淳
皇
后
両
陛
下
行
幸
啓

（
牡
丹
園
・
市
役
所
な
ど
）

８
・
１

県
下
初
の
市
立
博
物
館
が
開
館

9
・
１

県
中
都
市
計
画
区
域
に
指
定

一
九
七
一（
昭
和
四
六
）年

２
・
１２

須
賀
川
商
工
会
館
が
東
町
に
開
館

３
・
１０

総
合
計
画
基
本
構
想
を
策
定

３
・
２０

須
賀
川
駅
に
初
の
特
急
列
車
が
停
車

４
・
１

牡
丹
台
野
球
場
が
完
成

４
・
２５

市
議
会
議
員
選
挙（
定
数
３０
）

8
・
３１

台
風
第
２３
号
水
害
が
発
生

9
・
7

台
風
第
２５
号
水
害
が
発
生

１１
・
１

西
川
土
地
区
画
整
理
事
業
に
着
手

一
九
七
二（
昭
和
四
七
）年

１
・
９

札
幌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー

3
・
１０

中
央
公
民
館
が
完
成

３
・
２２

青
年
県
外
研
修
派
遣
事
業
を
初
実
施

４
・
１

阿
武
隈
小
学
校
が
開
校

４
・
１０

澤
田
三
郎
氏
が
市
長
当
選（
通
算
３
期
目
）

５
・
２７

牡
丹
台
庭
球
場
が
完
成

６
・
２１

降
ひ
ょ
う
被
害
が
発
生

１０
・
５

郡
山
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
が
設
立

一
九
七
三（
昭
和
四
八
）年

３
・
９

勤
労
青
少
年
体
育
セ
ン
タ
ー
が
完
成

３
・
３１

図
書
館
が
新
築
移
転

４
・
１

須
賀
川
地
方
広
域
消
防
組
合
が
設
立

県
立
養
護
学
校
が
開
校

5
・
2

郡
山
地
方
土
地
開
発
公
社
が
設
立

７
・
１

部
設
置
条
例
を
施
行（
１
室
４
部
制
）

８
・
３１

中
部
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
が
完
了

１１
・
２６

東
北
縦
貫
自
動
車
道
須
賀
川
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
が
開
通

円谷幸吉選手の故郷がい旋パレード（S39）落成当時の市庁舎（S44）
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一
九
七
四（
昭
和
四
九
）年

2
・
1

稲
田
公
民
館
が
完
成

４
・
１

う
つ
み
ね
保
育
園
、
ぼ
た
ん
児
童
館
、
稲

田
幼
稚
園
が
開
園
・
開
館

５
・
７

古
寺
山
自
奉
楽
が
県
重
要
無
形
民
俗
文

化
財
に
指
定

１０
・
１

重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費
が
無
料
化

１１
・
２０

市
制
施
行
２０
周
年
記
念
式
典

１１
・
２８

経
済
変
動
緊
急
対
策
協
議
会
を
設
置（
石

油
危
機
対
策
）

一
九
七
五（
昭
和
五
〇
）年

２
・
２８

小
塩
江
公
民
館
が
完
成

３
・
１２

横
山
土
地
区
画
整
理
事
業
に
着
手

４
・
１

ぼ
た
ん
保
育
園
、
う
つ
み
ね
児
童
館
、
小

塩
江
幼
稚
園
が
開
園
・
開
館

４
・
１１

県
立
岩
瀬
農
業
高
等
学
校
が
鏡
石
町
に
移
転

４
・
２７

市
議
会
議
員
選
挙（
定
数
３０
）

７
・
１０

牡
丹
台
水
泳
場
が
供
用
開
始

９
・
１５

坂
本
鉄
蔵
氏
が
初
の
名
誉
市
民
に
推
載

９
・
２９

財
団
法
人
坂
本
鉄
蔵
育
英
会
が
設
立

一
九
七
六（
昭
和
五
一
）年

２
・
７

太
田
貞
喜
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
市
に
寄
贈

４
・
１

仁
井
田
公
民
館
、
仁
井
田
幼
稚
園
が
開

館
・
開
園

４
・
１１

澤
田
三
郎
氏
が
市
長
無
投
票
当
選（
通
算
４
期
目
）

５
・
２4

上
人
壇
廃
寺
跡
の
第
４
次
発
掘
調
査
開
始

６
・
６

第
１
回
市
民
一
日
環
境
美
化
運
動
を
実
施

一
九
七
七（
昭
和
五
二
）年

１
・
１２

公
共
下
水
道
工
事
に
着
手

３
・
３０

下
江
持
橋
竣
工
式

４
・
２６

消
防
本
部
庁
舎
が
新
築
移
転

6
・
１５

西
袋
公
民
館
が
新
築
移
転

１０
・
６

優
良
都
市
と
し
て
、
地
方
自
治
３０
周
年
記

念
式
典
で
自
治
大
臣
賞
を
受
賞

１１
・
１

福
祉
事
務
所
と
教
育
委
員
会
事
務
局
が

旧
消
防
庁
舎
跡
に
移
転

１１
・
３

休
日
夜
間
急
病
診
療
所
が
開
設

一
九
七
八（
昭
和
五
三
）年

3
・
8

西
袋
第
一
小
学
校
新
校
舎
が
完
成

4
・
1

墓
地
公
園
を
開
設

県
立
長
沼
高
等
学
校
が
開
校

4
・
7

関
下
人
形
が
県
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

７
・
２

お
は
よ
う
青
空
市
場
が
開
設

８
・
２０

第
１
回
釈
迦
堂
川
花
火
大
会
を
開
催

１２
・
２２

移
動
図
書
館
車「
う
つ
み
ね
号
」運
行
開
始

一
九
七
九（
昭
和
五
四
）年

１
・
１
「
須
賀
川
地
方
衛
生
処
理
組
合
」を「
須
賀

川
地
方
保
健
環
境
組
合
」に
改
称

「
休
日
夜
間
急
病
診
療
所
」を「
須
賀
川
地

方
休
日
夜
間
急
病
診
療
所
」に
改
称

４
・
２２

市
議
会
議
員
選
挙(
定
数
３０)

６
・
１

東
公
民
館
が
開
館

７
・
１

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
、
武
道
館
が
開
館

９
・
２３

牡
丹
台
庭
球
場
に
夜
間
照
明
を
設
置

１０
・
１３

市
民
温
泉
が
仮
開
館

一
九
八
〇（
昭
和
五
五
）年

１
・
１4

西
川
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業
に
着
手

４
・
１３

澤
田
三
郎
氏
が
市
長
当
選（
通
算
５
期
目
）

５
・
１８

須
賀
川
商
店
会
連
合
会
主
催
の
第
１
回

「
ミ
ス
牡
丹
コ
ン
テ
ス
ト
」開
催

7
・
２３

降
ひ
ょ
う
被
害
が
発
生　
「
天
災
融
資
法
」

と「
激
甚
災
害
法
」適
用

１１
・
１０

歴
史
民
俗
資
料
館（
池
上
町
）が
開
館

１２
・
２4

ク
リ
ス
マ
ス
豪
雪
に
よ
る
雪
害
が
発
生

一
九
八
一（
昭
和
五
六
）年

３
・
２０

第
２
次
総
合
計
画
基
本
構
想
を
策
定

５
・
２３

文
化
セ
ン
タ
ー
が
開
館

市
民
憲
章
、
市
の
花「
ぼ
た
ん
」、
市
の
木

「
あ
か
ま
つ
」を
制
定

7
・
1
「
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
」を「
老
人
憩
い
の

家
」に
改
称

７
・
６

玉
川
村
と
合
同
で
福
島
空
港（
須
賀
川
東
）

設
置
促
進
協
議
会
を
設
置

８
・
１

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
完
成

８
・
２２

　
〜

８
・
２３

台
風
第
１５
号
水
害
が
発
生

１２
・
１２

福
島
空
港
誘
致
総
決
起
大
会

１２
・
１６

青
津
保
壽
氏
が
刀
装
具
６
２
８
点
を
市
に
寄
贈

一
九
八
二（
昭
和
五
七
）年

２
・
１

福
島
空
港
建
設
地
が「
須
賀
川
東
」に
決
定

４
・
１

柏
城
小
学
校
が
開
校

空
港
建
設
対
策
本
部
を
設
置

労
働
福
祉
会
館
が
開
館

４
・
２

財
団
法
人
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
発
足

9
・
7

福
島
空
港
と
地
域
開
発
を
す
す
め
る
会
が
発
足

9
・
１２

　
〜

9
・
１３

台
風
第
１８
号
水
害
が
発
生

１２
・
２５

浜
田
地
区
県
営
圃
場
整
備
事
業
竣
工
式

一
九
八
三（
昭
和
五
八
）年

４
・
１

共
同
福
祉
施
設（
市
民
温
泉
）が
開
館

4
・
8

稲
田
幼
稚
園
新
園
舎
が
完
成

４
・
２4

市
議
会
議
員
選
挙（
定
数
２６
）

６
・
１4

須
賀
川
駅
前
土
地
区
画
整
理
事
業
に
着
手

優良都市として自治大臣賞受賞披露式（S52）文化センター新築落成（S56）

7
・
１

市
民
の
森
を
開
設

１０
・
２３

第
１
回
円
谷
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
開
催

１１
・
２２

保
土
原
地
区
県
営
圃
場
整
備
事
業
竣
工
式

一
九
八
四（
昭
和
五
九
）年

３
・
１

市
制
施
行
３０
周
年
記
念
式
典

4
・
1

第
一
保
育
所
が
新
築
移
転

４
・
１５

高
木
博
氏
が
市
長
初
当
選

５
・
２９

横
山
土
地
区
画
整
理
事
業
が
完
了

７
・
１4

第
一
中
学
校
新
校
舎
が
完
成

７
・
１７

山
寺
土
地
区
画
整
理
事
業
に
着
手

１０
・
２１

市
制
施
行
３０
周
年
記
念
市
民
植
樹
祭

（
２
８
２
本
の
桜
植
樹
）

１１
・
１６

西
川
土
地
区
画
整
理
事
業
が
完
了

１２
・
6

岩
渕
浄
水
場
通
水
式

一
九
八
五（
昭
和
六
〇
）年

４
・
１
「
広
報
す
か
が
わ
」月
１
回
、
毎
月
１
日
発
行

４
・
２７

市
庁
舎
前「
市
民
の
庭
」が
完
成
、
市
民
憲

章
碑
除
幕
式

俳
句
ポ
ス
ト
を
設
置（
市
内
２０
カ
所
）

８
・
２８

福
島
空
港
が
国
の
第
５
次
空
港
整
備
五
箇

年
計
画
に
組
み
入
れ
決
定

９
・
１１

澤
田
悌
氏
が
名
誉
市
民
に
推
戴

一
九
八
六（
昭
和
六
一
）年

３
・
１０

稲
田
中
学
校
新
校
舎
が
完
成

３
・
２０

新
総
合
計
画
基
本
構
想
を
策
定

3
・
３１

太
田
貞
喜
の
亜
欧
堂
田
善
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

（
８２
点
）が
県
重
要
文
化
財
に
指
定

４
・
１

保
健
セ
ン
タ
ー
を
開
設

６
・
１１

第
二
中
学
校
新
校
舎
が
完
成

８
・
４

　
〜

８
・
５

台
風
第
１０
号
水
害（
８・５
集
中
豪
雨
水
害
）

が
発
生（
市
初
の「
災
害
救
助
法
」適
用
）

１２
・
3

国
が
郡
山
地
域
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
開
発
計
画
を
承
認

一
九
八
七（
昭
和
六
二
）年

２
・
１０

西
袋
中
学
校
新
校
舎
が
完
成

3
・
２７

白
河
・
石
川
・
岩
瀬
・
田
村
・
安
積
・
安

達
六
郡
絵
図
が
県
重
要
文
化
財
に
指
定

４
・
１

明
る
い
長
寿
社
会
を
築
く
市
民
基
金
を
創
設

４
・
２６

市
議
会
議
員
選
挙（
定
数
２６
）

４
・
２８

牡
丹
姫
像
除
幕
式

5
・
5

異
常
渇
水
で
約
７
６
０
０
世
帯
が
断
水
・

減
水

「
異
常
渇
水
対
策
本
部
」を
設
置

7
・
１4

集
中
豪
雨
水
害
が
発
生

８
・
２１

西
川
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業
が
完
了

１０
・
２８

上
水
道
創
設
５０
周
年
記
念
式
典

１２
・
１８

諏
訪
町
土
地
区
画
整
理
事
業
に
着
手

一
九
八
八（
昭
和
六
三
）年

４
・
１

大
東
公
民
館
が
新
築
移
転

県
立
清
陵
情
報
高
等
学
校
が
開
校

県
立
須
賀
川
第
二
高
等
学
校
が「
県
立
安

積
第
二
高
等
学
校
須
賀
川
校
舎
」に
改
編

４
・
１０

高
木
博
氏
が
市
長
無
投
票
当
選（
２
期
目
）

9
・
１4

福
島
空
港
起
工
式

９
・
２７

農
業
災
害
対
策
本
部（
冷
害
）を
設
置

１０
・
７

農
業
振
興
推
進
会
議
を
設
置

一
九
八
九（
平
成
元
）年

４
・
１

仁
井
田
小
学
校
が
新
築
移
転

芭
蕉
記
念
館
、
産
業
会
館
が
開
館

４
・
８

心
身
障
が
い
児
通
園
施
設「
た
け
の
こ
園
」

が
開
園

５
・
１３

第
１
回
す
か
が
わ
国
際
短
編
映
画
祭
を
開
催

7
・
１０

翠
ヶ
丘
公
園
が「
日
本
の
都
市
公
園
１
０
０

選
」に
選
定

１１
・
１

財
団
法
人
須
賀
川
市
都
市
振
興
公
社
が
設
立

１１
・
１１

松
明
太
鼓
を
初
披
露

１２
・
1

仁
井
田
幼
稚
園
新
園
舎
が
完
成

１２
・
１８

核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言

一
九
九
〇（
平
成
二
）年

１
・
１

市
旗
を
制
定

土
曜
閉
庁
開
始（
第
２
・
第
４
土
曜
日
）

３
・
３１

大
森
小
学
校
が
新
築
移
転

４
・
１

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
が
開
館

４
・
２

須
賀
川
地
方
保
健
環
境
組
合「
新
ご
み
処

理
施
設
」が
完
成

4
・
２８

乙
字
ヶ
滝
が「
日
本
の
滝
１
０
０
選
」に
選
定

１１
・
２７

須
賀
川
物
産
振
興
協
会
が
発
足

一
九
九
一（
平
成
三
）年

３
・
１4

新
総
合
計
画
２
０
０
０
基
本
構
想
を
策
定

３
・
２９
「
頭
脳
立
地
法
」の
集
積
促
進
地
域
に
指
定

４
・
１

中
央
公
民
館
新
館
が
開
館

４
歳
未
満
児
の
医
療
費
無
料
化

４
・
２１

市
議
会
議
員
選
挙（
定
数
２６
）

８
・
１

第
三
中
学
校
新
校
舎
が
完
成

９
・
３０

福
島
空
港
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
工
事
に
着
手

１０
・
５

Ｊ
Ｒ
須
賀
川
駅
新
駅
舎
が
開
業

１１
・
２９

福
島
空
港
滑
走
路
長
２
５
０
０
ｍ
に
延
長
決
定

一
九
九
二（
平
成
四
）年

２
・
１4

稲
田
小
学
校
校
舎
大
規
模
改
造
工
事
が
完
成

３
・
３１

大
東
地
域
体
育
館
が
開
館

須
賀
川
テ
ク
ニ
カ
ル
リ
サ
ー
チ
ガ
ー
デ
ン

開
発
基
本
構
想
を
発
表

４
・
１

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
を
開
設

４
・
１２

高
木
博
氏
が
市
長
当
選（
３
期
目
）

７
・
２７

下
宿
土
地
区
画
整
理
事
業
に
着
手

１０
・
１

公
共
下
水
道
一
部
供
用
開
始

松明太鼓初披露（H元）須賀川駅新駅舎落成式（H3）
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１０
・
3

市
役
所
完
全
週
休
2
日
制
開
始

１１
・
１６

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
開
設

一
九
九
三（
平
成
五
）年

1
・
２９

福
島
空
港
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
が
完
成

３
・
２０

福
島
空
港
が
札
幌
・
名
古
屋
・
大
阪
の
３

路
線
で
開
港

4
・
1

仁
井
田
、
西
袋
、
小
塩
江
各
地
域
体
育
館

が
開
館

６
・
１4

福
島
空
港
国
際
空
港
化
促
進
協
議
会
が
設
立

８
・
１

中
国
洛
陽
市
と
友
好
都
市
締
結

８
・
２０

西
袋
第
二
小
学
校
が
新
築
移
転

１０
・
２９

牡
丹
園
の
牡
丹
が
宝
塚
市
へ
約
２
３
０
年

振
り
に
里
帰
り

一
九
九
四（
平
成
六
）年

２
・
１

須
賀
川
駅
前
自
転
車
等
駐
車
場
を
開
設

3
・
２２

財
団
法
人
須
賀
川
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
協

会
が
設
立

３
・
２８

市
制
施
行
4０
周
年
記
念
式
典

市
の
鳥「
か
わ
せ
み
」を
制
定

市
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
ボ
ー
タ

ン
」を
発
表

須
賀
川
ア
リ
ー
ナ
落
成
式

３
・
３１

七
里
ヶ
浜
遠
望
図
が
県
重
要
文
化
財
に
指
定

４
・
１

花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
基
金
を
創
設

稲
田
、
浜
田
各
地
域
体
育
館
が
開
館

大
東
児
童
ク
ラ
ブ
を
開
設

５
・
１

市
民
ス
ポ
ー
ツ
広
場
を
開
設

6
・
1

泉
田
地
区
県
営
圃
場
整
備
事
業
竣
工
式

一
九
九
五（
平
成
七
）年

４
・
１

市
民
ス
ポ
ー
ツ
会
館
が
開
館

県
立
須
賀
川
女
子
高
等
学
校
が「
県
立
須

賀
川
桐
陽
高
等
学
校
」に
改
称

4
・
4

障
が
い
者
小
規
模
通
所
授
産
所（
芦
田
塚
）を
開
設

４
・
２３

市
議
会
議
員
選
挙（
定
数
２６
）

4
・
２８

フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
を
開
設

８
・
１８

福
島
県
博
覧
会
の
会
場
地
に
須
賀
川
テ
ク

ニ
カ
ル
リ
サ
ー
チ
ガ
ー
デ
ン
計
画
地
が
決
定

１０
・
１4

ふ
く
し
ま
国
体
秋
季
大
会
で
銃
剣
道
競
技

と
卓
球
競
技
を
開
催（
１９
日
ま
で
）

１０
月
１５
日
に
は
天
皇
皇
后
両
陛
下
行
幸

啓（
卓
球
競
技
）

一
九
九
六（
平
成
八
）年

２
・
６

北
部
都
市
整
備
事
業
に
着
手

３
・
１

Ｊ
Ａ
す
か
が
わ
岩
瀬
が
発
足

３
・
4

新
総
合
計
画
２
０
０
０
後
期
計
画
を
策
定

4
・
1

西
袋
児
童
ク
ラ
ブ
館
が
開
館

須
賀
川
地
方
保
健
環
境
組
合「
新
し
尿
処

理
施
設
」が
稼
働

４
・
１4

高
木
博
氏
が
市
長
無
投
票
当
選（
４
期
目
）

６
・
２９

高
木
市
長
が
死
去

７
・
３１

青
少
年
親
善
訪
中
団
が
中
国
洛
陽
市
を
訪
問

８
・
１１

相
楽
新
平
氏
が
市
長
初
当
選

一
九
九
七（
平
成
九
）年

３
・
２７

第
二
保
育
所
が
新
築
移
転

３
・
３１

国
営
母
畑
地
区
総
合
農
地
開
発
事
業
が
完
了

４
・
１

駅
前
児
童
ク
ラ
ブ
館
が
開
館

資
源
物
分
別
収
集
開
始

6
・
5

稲
地
区
県
営
圃
場
整
備
事
業
竣
工
式

６
・
２５

小
塩
江
中
学
校
新
校
舎
が
完
成

９
・
４

高
齢
者
市
政
ト
ー
キ
ン
グ
事
業
が
ス
タ
ー
ト

１０
・
１６

福
島
空
港
東
側
ア
ク
セ
ス
道
が
全
線
開
通

一
九
九
八（
平
成
一
〇
）年

3
・
３０

東
部
環
状
線（
上
人
担
工
区
）開
通
式

４
・
１

仁
井
田
児
童
ク
ラ
ブ
館
が
開
館

介
護
保
険
準
備
室
・
う
つ
く
し
ま
未
来
博

推
進
室
を
設
置

４
・
２０

宮
の
杜
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
竣
工
式

５
・
２６

舘
ヶ
岡
地
区
県
営
圃
場
整
備
事
業
竣
工
式

6
・
１

松
塚
地
区
県
営
圃
場
整
備
事
業
竣
工
式

８
・
２６

　
〜

８
・
３０

台
風
第
４
号
水
害（
８
月
末
豪
雨
水
害
）

が
発
生

１０
・
１

情
報
公
開
条
例
を
施
行

１２
・
１６

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定

一
九
九
九（
平
成
一
一
）年

２
・
４

す
か
が
わ
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
２１
を
策
定

２
・
２６

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

３
・
２９

市
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク「
花
の
エ
ン
ゼ
ル
」を

制
定

４
・
２５

市
議
会
議
員
選
挙（
定
数
２６
）

６
・
１７

福
島
空
港
初
の
国
際
定
期
路
線
が
開
設

７
・
７

市
う
つ
く
し
ま
未
来
博
実
行
委
員
会
が
設
立

１０
・
１

市
民
交
流
サ
ロ
ン「
よ
り
あ
い
」を
開
設

１２
・
１
「
あ
き
な
い
広
場
」を
開
設

二
〇
〇
〇（
平
成
一
二
）年

１
・
１

環
境
基
本
条
例
を
施
行

７
・
１３

福
島
空
港
２
５
０
０
ｍ
滑
走
路
全
面
供
用

開
始

７
・
１4

仁
井
田
中
学
校
新
校
舎
が
完
成

７
・
１６

相
楽
新
平
氏
が
市
長
無
投
票
当
選（
２
期
目
）

１１
・
６

市
う
つ
く
し
ま
未
来
博
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
が
設
立

１１
・
３０

ふ
く
し
ま
森
の
科
学
体
験
セ
ン
タ
ー
が
完
成

１２
・
２１

総
合
計
画「
し
あ
わ
せ
ア
ッ
プ
２１
」基
本
構

想
を
策
定

二
〇
〇
一（
平
成
一
三
）年

４
・
１

稲
田
児
童
ク
ラ
ブ
館
が
開
館

財
団
法
人
ふ
く
し
ま
科
学
振
興
協
会
が
設
立

福島空港が開港（H5）福島空港東側アクセス道全線開通（H9）

６
・
５

未
来
博
進
入
路
市
道
２
ー
２4
号
線
が
開
通

６
・
２７

東
部
環
状
線
未
来
大
橋
竣
工
式

７
・
７

福
島
県
博
覧
会「
う
つ
く
し
ま
未
来
博
」が

開
催（
９
月
３０
日
ま
で
）

９
・
１６

須
賀
川
橋
竣
工
式

１１
・
１

ふ
く
し
ま
森
の
科
学
体
験
セ
ン
タ
ー
が
開
館

児
童
福
祉
計
画「
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
」を
策
定

二
〇
〇
二（
平
成
一
四
）年

１
・
１

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
発
足

３
・
２９

上
人
壇
廃
寺
跡
出
土
品
が
県
重
要
文
化

財
に
指
定

３
・
３１

保
健
計
画「
健
康
ア
ッ
プ
２１
」を
策
定

4
・
１

完
全
学
校
週
5
日
制
開
始

７
・
１　

市
議
会
だ
よ
り
第
1
号
発
行

８
・
３０

小
塩
江
小
学
校
新
校
舎
が
完
成

１０
・
３０

地
域
情
報
化
計
画
を
策
定

二
〇
〇
三（
平
成
一
五
）年

１
・
１

男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
を
施
行

１
・
１５

牡
丹
大
使
１０
人
を
委
嘱

２
・
２８

小
塩
江
幼
稚
園
新
園
舎
が
完
成

４
・
１

小
塩
江
児
童
ク
ラ
ブ
館
が
開
館

４
・
２７

市
議
会
議
員
選
挙（
定
数
２６
）

１０
・
1

農
作
物
異
常
気
象
災
害
対
策
本
部
を
設
置

１１
・
２１

西
部
２
号
雨
水
幹
線
分
水
路
が
完
成

１２
・
２５

長
沼
町
と
の
法
定
合
併
協
議
会
を
設
置

二
〇
〇
四（
平
成
一
六
）年

３
・
２６

市
制
施
行
５０
周
年
記
念
式
典

4
・
２６

岩
瀬
村
と
の
法
定
合
併
協
議
会
を
設
置

５
・
２８

下
宿
土
地
区
画
整
理
事
業
が
完
了

７
・
１

あ
き
な
い
広
場
ア
ト
リ
ウ
ム（
ま
ち
な
か

プ
ラ
ザ
）を
開
設

７
・
１１

相
楽
新
平
氏
が
市
長
無
投
票
当
選（
３
期
目
）

８
・
２６

須
賀
川
市
・
長
沼
町
合
併
協
定
調
印
式

１０
・
１９

須
賀
川
市
・
岩
瀬
村
合
併
協
定
調
印
式

１１
・
１９

浜
尾
遊
水
地
が
完
成

二
〇
〇
五（
平
成
一
七
）年

２
・
１６

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
認
証
を
取
得

４
・
１

須
賀
川
市
、
長
沼
町
、
岩
瀬
村
が
合
併

長
沼
支
所
・
岩
瀬
支
所
を
開
所

５
・
２８

下
宿
土
地
区
画
整
理
事
業
が
完
了

5
・
３０

大
桑
原
地
区
県
営
圃
場
整
備
事
業
竣
工
式

１２
・
5

渡
辺
家
住
宅
主
屋
な
ど
が
国
登
録
有
形

文
化
財
に
指
定

１２
・
１７

新
橋
竣
工
式

二
〇
〇
六（
平
成
一
八
）年

２
・
１

地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定

3
・
３１

新
生
須
賀
川
水
環
境
整
備
計
画
が
内
閣

府
地
域
再
生
計
画
に
認
定

４
・
1

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
中
央
、
西
部
、

東
部
、
長
沼
・
岩
瀬
）が
開
設

4
・
5

長
沼
東
保
育
所
が
新
築
移
転

１１
・
１９

第
１８
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
縦
断
駅
伝

競
走
大
会（
ふ
く
し
ま
駅
伝
）で
須
賀
川
市

チ
ー
ム
が
初
優
勝

１２
・
２１

総
合
計
画「
新
生
す
か
が
わ
２
０
０
7
」基

本
構
想
を
策
定

二
〇
〇
七（
平
成
一
九
）年

１
・
７

須
賀
川
ア
リ
ー
ナ
に
円
谷
幸
吉
メ
モ
リ
ア

ル
ホ
ー
ル
が
オ
ー
プ
ン

３
・
３１

市
国
民
保
護
計
画
を
策
定

４
・
１

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
開
館

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
指
針

を
策
定

４
・
３

東
部
環
状
線
が
全
線
開
通

４
・
7

幼
保
一
体
化
施
設
白
江
こ
ど
も
園
が
開
園

４
・
２２

市
議
会
議
員
選
挙（
定
数
２８
）

１１
・
３０

今
出
ダ
ム
利
水
事
業
中
止
を
決
定

二
〇
〇
八（
平
成
二
〇
）年

4
・
4

稲
古
舘
古
墳
出
土
銅
漆
作
大
刀
が
県
重

要
文
化
財
に
指
定

4
・
８

幼
保
一
体
化
施
設
白
方
こ
ど
も
園
が
開
園

７
・
２０

橋
本
克
也
氏
が
市
長
初
当
選

9
・
３０

地
域
医
療
協
議
会
が
設
立

１０
・
1

児
童
ク
ラ
ブ
を
開
設（
西
袋
二
小
、
白
江
、
白
方
）

二
〇
〇
九（
平
成
二
一
）年

２
・
２

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運
行
開
始

２
・
１７

定
額
給
付
金
対
策
室
を
設
置

5
・
1

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
本
部
を
設
置

１０
・
１

こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
を
開
始（
小
学

6
年
生
ま
で
無
料
化
）

１１
・
2

須
賀
川
地
方
休
日
夜
間
救
急
診
療
所
平

日
夜
間
診
療
開
始

１２
・
２２

第
三
小
学
校
新
校
舎
が
完
成

二
〇
一
〇（
平
成
二
二
）年

１
・
８

須
賀
川
地
方
休
日
夜
間
救
急
診
療
所
土

曜
日
夜
間
診
療
開
始

３
・
３１

総
合
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定

７
・
１０
「
結
の
辻
」を
開
設

９
・
２７

工
業
製
品
認
定
制
度
を
創
設

１０
・
１

大
森
小
児
童
ク
ラ
ブ
を
開
設（
全
小
学
校

学
区
の
児
童
ク
ラ
ブ
設
置
が
完
了
）

二
〇
一
一（
平
成
二
三
）年

３
・
１１

午
後
２
時
4６
分
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生

公
立
岩
瀬
病
院
新
病
棟
が
稼
働

うつくしま未来博が開催（H13）ふくしま駅伝で須賀川市チームが悲願の初優勝（H18）
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３
・
２５

諏
訪
町
土
地
区
画
整
理
事
業
が
完
了

4
・
1

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
条
例
を
施
行

5
・
1

牡
丹
会
館
が
新
築
移
転

５
・
９

市
内
循
環
バ
ス
の
運
行
開
始

8
・
２９

放
射
性
物
質
除
染
方
針
を
策
定

９
・
４

市
議
会
議
員
選
挙（
定
数
２８
）

９
・
２１

　
〜

９
・
２２

台
風
１５
号
水
害
が
発
生（
釈
迦
堂
川
、
阿
武

隈
川
と
も
当
時
の
過
去
最
高
水
位
を
記
録
）

１２
・
２０

震
災
復
興
計
画
を
策
定

二
〇
一
二（
平
成
二
四
）年

1
・
1

原
子
力
災
害
対
策
直
轄
室
を
設
置

1
・
３１

除
染
計
画（
第
１
版
）を
策
定

2
・
１７

大
阪
府
豊
中
市
と
空
港
で
結
ぶ
友
好
都

市
提
携
協
定
を
締
結

３
・
１１

東
日
本
大
震
災
犠
牲
者
追
悼
式

4
・
1

震
災
復
興
対
策
直
轄
室
を
設
置

6
・
１4

新
庁
舎
建
設
基
本
計
画
を
策
定

6
・
２９

仮
設
庁
舎
を
文
化
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
に
設
置

７
・
２２

橋
本
克
也
氏
が
市
長
無
投
票
当
選（
２
期
目
）

７
・
２７

屋
内
こ
ど
も
遊
び
場「
す
か
が
わ
キ
ッ
ズ

パ
ー
ク
」を
開
設

９
・
６

亜
欧
堂
田
善
の
銅
版
画
作
品
な
ど
が
国
重

要
文
化
財
に
指
定

１２
・
２６

第
７
次
総
合
計
画「
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ

ン
２
０
１
３
」基
本
構
想
を
策
定

二
〇
一
三（
平
成
二
五
）年

３
・
３１

復
興
ま
ち
づ
く
り
事
業
計
画
を
策
定

5
・
2

株
式
会
社
こ
ぷ
ろ
須
賀
川
が
設
立

５
・
５
「
Ｍ
７８
星
雲 

光
の
国
」と
姉
妹
都
市
提
携

6
・
4

県
が「
造
成
宅
地
防
災
区
域
」（
岩
渕
字
池

下
地
内
）を
指
定

７
・
７

Ｊ
Ｒ
須
賀
川
駅
前
に
市
×「
Ｍ
７８
星
雲 

光

の
国
」姉
妹
都
市
提
携
記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
を
設
置

７
・
３１

主
要
地
方
道
中
野
須
賀
川
線
袋
田
工
区

（
袋
田
バ
イ
パ
ス
）が
開
通

８
・
２８

第
１
回
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
を
開
催

９
・
８

里
橋（
舘
ヶ
岡
）竣
工
式

１０
・
１９

大
東
中
学
校
新
校
舎
が
完
成

１１
・
１０

神
奈
川
県
座
間
市
と
友
好
交
流
都
市
協

定
を
締
結

１２
・
2

公
立
岩
瀬
病
院
新
外
来
棟
が
完
成

二
〇
一
四（
平
成
二
六
）年

2
・
4

芭
蕉
記
念
館
が
本
町
地
内
に
移
転

３
・
２８

市
制
施
行
６０
周
年
記
念
式
典

国
が
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
を

認
定

４
・
１

防
災
行
政
無
線
を
開
局（
市
内
全
域
１
９
７

カ
所
に
設
置
）

６
・
２０

国
が
創
業
支
援
事
業
計
画
を
認
定

７
・
７

翠
ヶ
丘
公
園
わ
ん
ぱ
く
広
場
を
改
修

７
・
１１

中
央
体
育
館
が
開
館

８
・
１

水
道
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー
を
開
設

１０
・
１８

円
谷
幸
吉
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
を
改
修

二
〇
一
五（
平
成
二
七
）年

1
・
２１

地
方
創
生
・
人
口
減
少
対
策
本
部
を
設
置

3
・
１９

災
害
公
営
住
宅「
馬
町
団
地
」の
入
居
開
始

４
・
１

長
沼
東
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
開
館

４
・
２

山
寺
池
公
園
全
面
供
用
開
始

4
・
２4

藤
沼
温
泉「
や
ま
ゆ
り
荘
」が
営
業
再
開

６
・
１７

秋
篠
宮
皇
嗣
同
妃
両
殿
下
が
御
視
察

7
・
1

災
害
公
営
住
宅「
東
町
団
地
」の
入
居
開
始

８
・
９

市
議
会
議
員
選
挙（
定
数
２4
）

８
・
２５

第
一
小
学
校
新
校
舎
が
完
成

須
賀
川
一
小
児
童
ク
ラ
ブ
館
が
開
館

１０
・
２３

長
沼
中
学
校
新
校
舎
落
成
式

１０
・
３０
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」を
策
定

二
〇
一
六（
平
成
二
八
）年

1
・
２０

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
開
始

3
・
1

Ｊ
Ａ
夢
み
な
み
が
発
足

3
・
１８

第
二
小
学
校
新
校
舎
が
完
成

3
・
３０

災
害
公
営
住
宅「
弘
法
坦
団
地
」「
山
寺

北
団
地
」の
入
居
開
始（
全
１
０
０
戸
の

整
備
が
完
了
）

４
・
１

認
定
こ
ど
も
園
大
東
こ
ど
も
園
が
開
園

町
会
所
会
館
条
例
を
施
行

５
・
１１

牡
丹
園
発
祥
２
５
０
年
記
念
式
典

６
・
１７

須
賀
川
駅
前
土
地
区
画
整
理
事
業
が
完
了

７
・
２５

橋
本
克
也
氏
が
市
長
無
投
票
当
選（
３
期
目
）

１１
・
２８

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
愛
称「
ｔ
ｅ
ｔ
ｔ
ｅ
」

を
発
表

二
〇
一
七（
平
成
二
九
）年

１
・
１８

藤
沼
ダ
ム
で
試
験
湛
水

3
・
１０

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
を
策
定

3
・
２３

総
合
計
画
策
定
条
例
を
制
定

３
・
３０

新
庁
舎
落
成
式

４
・
１

５
歳
児
の
保
育
料
・
授
業
料
を
無
償
化

第
三
西
袋
児
童
ク
ラ
ブ
館
が
開
館

白
鳩
保
育
園
が
公
私
連
携
型
保
育
所
に

移
行

4
・
3

公
立
岩
瀬
病
院
産
科
婦
人
科
外
来
診
療

を
開
始

４
・
２4

藤
沼
ダ
ム
農
業
用
水
の
供
給
再
開

４
・
２５

国
道
１
１
８
号
松
塚
バ
イ
パ
ス
が
開
通

５
・
８

新
庁
舎
が
開
庁

市
役
所
窓
口
で
パ
ス
ポ
ー
ト
交
付
を
開
始

６
・
１

市
消
防
団
初
の
女
性
消
防
団
員
に
辞
令
交
付

８
・
１８

山
寺
土
地
区
画
整
理
事
業
が
完
了

１０
・
１

東
西
循
環
バ
ス
の
土
曜
日
運
行
を
開
始

１２
・
２１

第
８
次
総
合
計
画「
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ

ン
２
０
１
８
」を
策
定

二
〇
一
八（
平
成
三
〇
）年

1
・
１１

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
愛
称
ロ
ゴ
を
発
表

1
・
２９

中
学
生
に
よ
る
初
模
擬
議
会

４
・
１

大
黒
池
防
災
公
園
が
供
用
開
始

４
・
６

小
中
一
貫
教
育
校
稲
田
学
園
が
開
校

８
・
２１

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
落
成
式

８
・
２７

須
賀
川
二
小
児
童
ク
ラ
ブ
館
が
開
館

１１
・
２２
「
松
明
あ
か
し
」が
冬
の
季
語
と
し
て
俳
句

歳
時
記
に
収
載

二
〇
一
九（
平
成
三
一
・
令
和
元
）年

１
・
１１

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
が
開
館

ウ
ル
ト
ラ
Ｆ
Ｍ
が
開
局

１
・
２３
「
こ
お
り
や
ま
広
域
連
携
中
枢
都
市
圏
」形

成
の
連
携
協
約
を
締
結

３
・
１８

国
が
第
２
期
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本

計
画
を
認
定

３
・
２０

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
を
策
定

４
・
１

市
役
所
防
災
広
場
が
供
用
開
始

須
賀
川
地
方
保
健
環
境
組
合
の「
新
ご
み

処
理
施
設
」が
稼
働

５
・
８

観
光
物
産
振
興
協
会
が
発
足

６
・
３０

立
地
適
正
化
計
画
を
策
定

８
・
１１

市
議
会
議
員
選
挙（
無
投
票
・
定
数
２4
）

１０
・
１

保
育
施
設
な
ど
に
通
う
３
〜
５
歳
児
の
給

食
費
無
償
化

１０
・
１２

　
〜

１０
・
１３

令
和
元
年
東
日
本
台
風（
過
去
最
大
規
模

の
水
害
発
生
）

二
〇
二
〇（
令
和
二
）年

２
・
２１

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部

を
設
置

２
・
２６

第
２
期
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
を
策
定

３
・
２4

Ｊ
Ｒ
水
郡
線
川
東
駅
新
駅
舎
が
完
成

４
・
１６

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
事
態

宣
言
対
象
区
域
に
県
全
域
が
指
定（
５
月

１4
日
解
除
）

５
・
３１

阿
武
隈
川
堤
防（
浜
尾
遊
水
地
西
側
）本
復

旧
工
事
が
完
了

７
・
１９

橋
本
克
也
氏
が
市
長
無
投
票
当
選（
４
期
目
）

９
・
１

地
域
外
来（
発
熱
外
来
）を
開
設

１０
・
２

す
か
が
わ
観
光
物
産
館「
ｆ
ｌ
ａ
ｔ
ｔ
ｏ
」

が
開
館

１０
・
９

風
流
の
は
じ
め
館
が
開
館

１０
・
２６

稲
田
公
民
館
が
新
築
移
転

１１
・
３

特
撮
ア
ー
カ
イ
ブ
セ
ン
タ
ー
が
開
館

二
〇
二
一（
令
和
三
）年

２
・
１

市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
運
用
を
開
始

２
・
１３

福
島
県
沖
を
震
源
と
す
る
地
震
が
発
生

３
・
１６

円
谷
英
二
氏
、
円
谷
幸
吉
氏
を
名
誉
市
民

に
推
戴

３
・
１９

公
共
施
設
等
個
別
施
設
計
画
を
策
定

３
・
２７

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー

４
・
６

義
務
教
育
学
校
稲
田
学
園
が
開
校

４
・
１１

４
・
２７

凍
霜
害
が
発
生

５
・
１１

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
集
団

接
種
を
開
始

６
・
１５

降
ひ
ょ
う
被
害
が
発
生

９
・
５

文
化
セ
ン
タ
ー
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

１０
・
１７

円
谷
幸
吉
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
の
展
示
内

容
を
拡
充

二
〇
二
二（
令
和
四
）年

１
・
５

成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設

２
・
２

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
協
議
会
を
設
置

３
・
１６

福
島
県
沖
を
震
源
と
す
る
地
震
が
発
生

４
・
１

長
沼
・
岩
瀬
地
域
が「
過
疎
地
域
」に
指
定

あ
お
ば
循
環
バ
ス
が
運
行
開
始

県
立
須
賀
川
創
英
館
高
等
学
校
が
開
校

（
県
立
須
賀
川
高
等
学
校
と
県
立
長
沼
高

等
学
校
が
統
合
）

６
・
２

降
ひ
ょ
う
被
害
が
発
生

６
・
１８

す
か
が
わ
特
撮
塾
が
開
講

９
・
１９

相
澤
晃
記
念
杯
藤
沼
湖
駅
伝
競
走
・
ロ
ー

ド
レ
ー
ス
大
会
初
開
催

９
・
２９

過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
を
策
定

１１
・
３

パ
ー
ク
Ｐ
Ｆ
Ｉ（
公
募
設
置
管
理
制
度
）に

よ
る
県
内
初
の
飲
食
施
設
が
オ
ー
プ
ン

１２
・
２２

第
９
次
総
合
計
画「
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ

ン
２
０
２
３
」を
策
定

二
〇
二
三（
令
和
五
）年

１
・
８

二
十
歳
の
つ
ど
い
初
開
催

３
・
３１

牡
丹
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ク
ル
ー
３８
年
の
歴
史

に
幕（
ミ
ス
牡
丹
時
代
も
含
め
て
）

４
・
１

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置

文
化
都
市
す
か
が
わ
推
進
戦
略
本
部
を

設
置

須
賀
川
ア
リ
ー
ナ
を「
円
谷
幸
吉
メ
モ
リ

ア
ル
ア
リ
ー
ナ
」に
改
称

４
・
１０

４
・
２５

凍
霜
害
が
発
生

４
・
２８

パ
ー
ク
Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
よ
る
温
浴
施
設
が
オ
ー

プ
ン

５
・
８

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類
感

染
症
に
移
行

５
・
２９

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言

６
・
３０

国
史
跡
上
人
壇
廃
寺
跡
整
備
基
本
計
画

を
策
定

８
・
６

市
議
会
議
員
選
挙（
定
数
２4
）

１０
・
１4

公
立
岩
瀬
病
院
創
立
１
５
０
周
年
記
念
式
典
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歴
代
須
賀
川
市
長
／
歴
代
須
賀
川
市
議
会
正
副
議
長

発
刊
の
こ
と
ば

議
長

［
初
代
］
柳　

沼　

甚
四
郎
（
昭
29・４・３
～
昭
30・３・30
）

［
２
代
］
佐

藤

市

郎
（
昭
30・４・７
～
昭
34・３・30
）

［
３
代
］
羽　

田　

徳
太
郎
（
昭
34・４・９
～
昭
38・３・30
）

［
４
代
］
三

浦
　

一
（
昭
38・５・７
～
昭
42・３・30
）

［
５
代
］
服

部

三

寿
（
昭
42・５・４
～
昭
46・４・29
）

［
６
代
］
服

部

三

寿
（
昭
46・４・30
～
昭
50・４・29
）

［
７
代
］
山

下

淡

童
（
昭
50・５・８
～
昭
54・４・29
）

［
８
代
］
斉

藤

種

平
（
昭
54・５・２
～
昭
58・４・29
）

［
９
代
］
斎

藤
　

明
（
昭
58・５・６
～
昭
62・４・29
）

［
10
代
］
斎

藤
　

明
（
昭
62・５・８
～
平
１・３・20
）

［
11
代
］
森
　

新

二
（
平
１・３・20
～
平
３・４・29
）

［
12
代
］
森
　

新

二
（
平
３・５・９
～
平
５・５・17
）

［
13
代
］
深

谷

一

由
（
平
５・５・17
～
平
７・４・29
）

［
14
代
］
西
間
木　

寅　

吉
（
平
７・５・10
～
平
９・５・９
）

［
15
代
］
添

田

勝

人
（
平
９・５・９
～
平
11・４・29
）

［
16
代
］
添

田

勝

人
（
平
11・５・12
～
平
13・５・14
）

［
17
代
］
高

橋

秀

勝
（
平
13・５・14
～
平
15・４・29
）

［
18
代
］
高

橋

秀

勝
（
平
15・５・12
～
平
17・４・11
）

［
19
代
］
高

橋

秀

勝
（
平
17・４・11
～
平
19・４・29
）

［
20
代
］
大

越
　

彰
（
平
19・５・11
～
平
21・５・12
）

［
21
代
］
渡

辺

忠

次
（
平
21・５・12
～
平
23・９・３
）

［
22
代
］
鈴

木

忠

夫
（
平
23・９・13
～
平
25・９・５
）

［
23
代
］
市

村

喜

雄
（
平
25・９・５
～
平
27・９・３
）

［
24
代
］
広

瀬

吉

彦
（
平
27・９・15
～
平
29・９・４
）

［
25
代
］
佐

藤

暸

二
（
平
29・９・４
～
令
１・９・３
）

［
26
代
］
五
十
嵐　
　
　

伸
（
令
１・９・12
～
令
３・９・６
）

［
27
代
］
五
十
嵐　
　
　

伸
（
令
３・９・６
～
令
５・９・３
）

［
28
代
］
大

寺

正

晃
（
令
５・９・14
～
）

副
議
長

［
初
代
］
樽

川

久

松
（
昭
29・4・３
～
昭
30・3・30
）

［
２
代
］
安

田

平

七
（
昭
30・4・７
～
昭
34・3・30
）

［
３
代
］
鈴

木

正

雄
（
昭
34・4・9
～
昭
38・3・30
）

［
４
代
］
橋

本

平

男
（
昭
38・5・７
～
昭
42・4・29
）

［
５
代
］
山

下

淡

童
（
昭
42・５・4
～
昭
46・4・29
）

［
６
代
］
森
　

新

二
（
昭
46・4・30
～
昭
50・4・29
）

［
７
代
］
遠

藤

輝

雄
（
昭
50・5・８
～
昭
54・4・29
）

［
８
代
］
堀

川

正

二
（
昭
54・5・２
～
昭
58・4・29
）

［
９
代
］
有

馬
　

博
（
昭
58・５・6
～
昭
62・4・29
）

［
10
代
］
深

谷

一

由
（
昭
62・５・８
～
平
１・３・20
）

［
11
代
］
添

田

勝

人
（
平
１・3・20
～
平
３・4・29
）

［
12
代
］
阿

部

和

寿
（
平
3・５・９
～
平
５・５・17
）

［
13
代
］
岡

谷

久

則
（
平
5・5・17
～
平
７・４・29
）

［
14
代
］
関

根

吉

郎
（
平
７・5・10
～
平
９・５・９
）

［
15
代
］
宗

形

充

三
（
平
9・5・９
～
平
11・4・29
）

［
16
代
］
宗

形

充

三
（
平
11・5・12
～
平
13・5・14
）

［
17
代
］
水

野

敏

夫
（
平
13・5・14
～
平
15・4・29
）

［
18
代
］
水

野

敏

夫
（
平
15・5・12
～
平
17・4・11
）

［
19
代
］
水

野

敏

夫
（
平
17・4・11
～
平
19・4・29
）

［
20
代
］
菊

地

忠

男
（
平
19・5・11
～
平
21・5・12
）

［
21
代
］
村

山

廣

嗣
（
平
21・5・12
～
平
23・9・3
）

［
22
代
］
森
　

新

男
（
平
23・9・13
～
平
25・9・5
）

［
23
代
］
鈴

木

正

勝
（
平
25・9・5
～
平
27・９・３
）

［
24
代
］
五
十
嵐　
　
　

伸
（
平
27・9・15
～
平
29・9・4
）

［
25
代
］
大

倉

雅

志
（
平
29・９・４
～
令
１・９・３
）

［
26
代
］
安

藤
　

聡
（
令
１・９・12
～
令
３・９・６
）

［
27
代
］
安

藤
　

聡
（
令
３・９・６
～
令
５・９・３
）

［
28
代
］
溝

井

光

夫
（
令
５・９・14
～
）

【 

歴
代
須
賀
川
市
議
会
正
副
議
長 

】

　

昭
和
29
年
に
岩
瀬
郡
須
賀
川
町
、浜
田
村
、西
袋
村
、稲
田
村
と
石
川
郡
小
塩
江
村
の
１
町
４
カ
村
が

合
併
し
、市
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。そ
の
翌
年
に
は
岩
瀬
郡
仁
井
田
村
が
、昭
和
42
年
に
は
石
川
郡

大
東
村
が
そ
れ
ぞ
れ
合
併
し
、市
域
が
拡
大
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、平
成
17
年
に
は
、岩
瀬
郡
長
沼
町
、岩
瀬
村
が
合
併
し
、現
在
の
須
賀
川
市
が
形
成
さ
れ
、本
年

３
月
31
日
を
も
っ
て
市
制
施
行
70
周
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
の
歴
史
は
古
く
、乙
字
ヶ
滝
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
旧
石
器
は
、は
る
か
古
か
ら
こ
の
地
が
要
衝
と
し

て
栄
え
て
い
た
証
で
あ
り
、鎌
倉
時
代
以
降
は
城
下
町
と
し
て
、ま
た
、江
戸
時
代
は
奥
州
街
道
屈
指
の

宿
場
町
と
し
て
栄
え
、赤
子
養
育
事
業
等
の
町
人
に
よ
る
先
進
的
な
自
治
が
行
わ
れ
る
な
ど
、自
治
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
に
よ
っ
て
発
展
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

先
人
た
ち
が
築
き
あ
げ
て
き
た
礎
は
、本
市
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
財
産
で
あ
り
、市
民
の
皆
様

が
須
賀
川
に
抱
く
愛
着
や
誇
り
と
な
っ
て
現
代
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。こ
の「
市
民
自
治
の
精
神
」

や「
ふ
る
さ
と
須
賀
川
へ
の
思
い
」を
未
来
へ
と
大
き
く
育
み
、新
た
な
須
賀
川
へ
紡
い
で
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
10
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、こ
の
期
間
は
、平
成
23
年
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
ま
さ
に
復
旧
・
復
興
の
期
間
で
あ
り
、そ
れ
に
加
え
て
、令
和
元
年
東
日
本
台
風
や
福
島
県
沖
地
震
、さ

ら
に
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
な
ど
、本
市
に
と
っ
て
70
年
の
歴
史
の
中
で
も
多
く

の
困
難
に
立
ち
向
か
っ
た
時
期
で
あ
り
ま
し
た
。

　

震
災
な
ど
で
培
わ
れ
た
市
民
力
や
地
域
力
を
は
じ
め
、多
く
の
方
々
か
ら
の
ご
支
援
、ご
協
力
な
ど
に

支
え
ら
れ
な
が
ら
、多
く
の
困
難
を
乗
り
越
え
、特
に
、復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
新
庁
舎
の
開
庁
や
、市

民
文
化
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
ｔ
ｅ
ｔ
ｔ
ｅ
の
オ
ー
プ
ン
な
ど
、震
災
か
ら

の
創
造
的
復
興
を
目
指
し
た
様
々
な
事
業
が
目
に
見
え
る
形
で
進
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

現
在
、創
造
的
復
興
か
ら
の「
次
の
10
年
」と
い
う
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
歩
み
を
進
め
て
お
り
、時
代
の

潮
流
に
合
わ
せ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
公
民
連
携
を
は
じ
め
、防
災
・
減
災
対
策
な
ど
の
各
種
施
策
に
全
力
で
取

り
組
み
な
が
ら
、第
９
次
総
合
計
画「
須
賀
川
市
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
３
」の
将
来
都
市
像
で

あ
る「
共
に
つ
く
る　

住
み
続
け
た
い
ま
ち　

す
か
が
わ
」を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、先
人
た
ち
が
英
知
や
情
熱
を
結
集
し
、脈
々
と
築
い
て
き
た
尊
い
歩
み
を
振
り
返
る
と
と
も

に
、未
来
へ
の
道
標
と
し
て
記
念
誌
を
発
行
い
た
し
ま
し
た
。本
市
の
発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た

皆
様
に
、改
め
て
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、今
後
と
も
引
き
続
き
、市
勢
伸
展
の
た
め
に
ご
支
援
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
６（
２
０
２
４
）年
３
月

【 

歴
代
須
賀
川
市
長 

】

「
共
に
つ
く
る 

住
み
続
け
た
い
ま
ち 

す
か
が
わ
」を
目
指
し
て

須
賀
川
市
長

初代
岡 部  宗 城
昭29.4.27～昭31.4.8

２代・４代
澤 田  三 郎
昭31.5.10～昭39.5.9
昭47.5.10～昭59.5.9

５代
高 木 　 博

昭59.5.10～平8.6.29

３代
鈴 木  貞 夫
昭39.5.10～昭47.5.9

６代
相 楽  新 平
平8.8.11～平20.8.10
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